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結 核 寡 門 雑 誌

ZeitschriftfUrTuberkuloseBd.74.H.3.1935.

結 核 冤 疫 呂 及 ボ ス 「ツ ベ ル ク リ ン」脱 感作 ノ影 響

H.Selteru.P.Weiland:DerEinflusseinerTuber・

kulin・DesensibilisierungaufdieTuberkuloseimmu・

nit5t.

「ツベ ル ク リ ソ」過 敏 性 ト結 核 免疫 ト ノ 關 係 ノ・種 々議

論 セ ラvタ)レ 所 ナ'レカ●1932年 萬 國結 核 學 會 二 於 テ

Jense隅Cummis,Calmette・ ・Bordetノ 説 二討 論 シテ

該 雨 現 象 ハ 「ツ」脱 感 作 ヲ 施 行 ス ル コ トニ ヨ リテ分 離

シ得,レ ヲ示 セ リ。

著 者 ノ・多 数 ノ 海 猿 ヲ 弱毒 人 型 菌 ヲ以 テ 結 核 二感 染 セ

シメ、 垂乃 至2ケ 月 後 二強 力 菌 ノ致死 量 ヲ腹 腔 内或 ・・

静脈 内 二接 種 シ、一方 自製 ノ・「ツ」ヲ或 ハ初 感 染 直後 ヨ

リ或 ノ・再 接 種 後 ヨ リ暫 堆 的 二注 射 シ脱 感 作 セ シ メ.之

が免 疫 二及 ボ ス影 響 ヲ調 査 セ リ。

ソ ノ結 果 ノ・脱 感 作 ハ免 疫 二悪 影 響 ヲ與 フ ル コ トナ ク.

亦 脱 感 作 ノ方 法 如 何 ノ・鹸 リ關 係 ナ シ。Sieglノ 説 ノ如

ク脱 感 作 ニ ゴ リ動 物 ノ生 存 期 間 ヲ 短 縮 ス ル コ トナ ク、

亦Bordetノ 訊 ノ如 ク 「ツ」過 敏 性 力●感 染 個禮 二封 シテ

保 護 作 用 ヲナ ス ガ如 キ コ トナ シ。寧 ロ脱感 作 ガ動物 二

有 盆 二影 響 シタ ル ヲ見,レ。即 チ 「ツ」過 敏 性 ト結 核 免 疫

トハ結 核 感 染 二 於 ケ ル ニ ツ ノ別 個 ノ 現 象 ニ シテ相 互

的 關 係 二立 ツ モ ノ ニ非 ズ。亦 ソノ内 的機 能 二於 テ何 等

一 致 ス ル所 ナ シ。(刀 根 山 嶺 尾 抄)

肺 膿 瘍 蛇 二結 核 性 浸 潤 ノ同 時 狡 生

Ph.Zoelch:GleichzeitigesVorkommenvonLung.

enabszessesundtuberkul6serInfiltrierung.

結 核 小 見 二於 テ 肺 門 周 園 浸 潤 二 隣 接 シ テ 肺 膿 瘍 ヲ壁

生 シタ ル稀 有 ナ ル例 二就 キ テ述 ベ タ リ。郎 第1例 ハ肺

門 周 園 浸潤 及 肺 門 腺結 核 ア リテ、コv二 接 シテ「X」線

上 軟 性 一 部癒 合 性 ノ 肺 炎 竈 ノ 撒 布 ヲ曇 生 シ 臨 脈 上 氣

管 枝 肺 炎 ノ像 ヲ呈 シ、コ ノ病 竈 ハ敷 日後 二肺 膿 瘍 ノ症

状 ヲ件 ヒテ融 解 ヲ 來 セ リ。11日 ニ シテ 膿 ノ喀 出停 止

ト共 二儘 温 下 降 シ速 カニ恢 役 セ リ。卸 チ加 答見 性 感 染

一 司 レ随 件 肺 炎 ノ結 果 肺 膿 瘍 ヲ形 成 セ ル モ ノナ リ。第

2例 ハ結 核 性 初 期 渡 潤 ヲ 有 ス ル 幼 見 二 加 答 見性 感染

一 ヨ ル肋膜 肺 炎 ヲ起 シ膿 瘍 ヲ形 成 ンタ ル モ ノナ1,。

コ レ等 ノ膿 蕩 形 戊 ハ 縞 核 二 由來 セ ル ニ 非 ズ ンテ肺 炎

二俵 ル モ ノ ト 考 フ ベ キ ナ リ。 此2例 ノ・結 核 性 浸 測 ガ

「抵抗 薄 弱 個所Jト ナ リテ
、コ ・二肺 炎 ヲ惹 起 ス ル ニ好

都 合 トナ リシ モ ノナ ラ ン。(刀 根 山 松 村 抄 ノ.

結 桟 病 院 二於 ケ ル短 波 憂光 線 療 法

TheodorPetersundWilehelmTagethoff:KurTvv・

ellenbehandlunginLungenheilsd三tten.

著 者 ノ・牛年 間 ノ短 波 長 治 療 ノ経 験 ヨ リ.ソ ノ成 績 並 二

経 濟 的 方面 二就 キテ述 ペ タ リ。

本 療 法 ノ・活 動性 結 核 病 璽 ノ存 在 ス ル モ ノ ニ 封 シテ ハ

之 ヲ刺 戟 シテ悪 化 セ シム ル 恐 レ ア,レヲ以 テ施 行 セ ズ。

慢 性 氣 管 枝 炎 、 周 期 反 復 性 氣 管 枝 ノ再 漿、滲 出 性 肋 膜

炎 、 氣 胸 術 施 行 中 二壁 生 セ ル滲 出液 、執 拗 ナル 咳 歎 刺

戟 、 肋 膜 癒 著 ニ ヨル 苦痛 等 肺 結 核 二件 フ 事 屡=ニ シ

テ 、叉 コ レニ俵 リテ生 計 能 力 ヲ侵 害 ス ル如 キ傷 害 ヲ適

慮 ト シテ試 ミタ リ。 該 適 庶 例23例 ヲ選 ・)テ報 告 スtW

二完 全 二敷 果 ア リシモ ノ7.事 實 上 輕 快 セJVモ ソ ノ数

ヲ短 波 長 療 法 ニ ノ ミ艦er難 キ モ ノ5.数 果充 分 ナ ラ ザ

ル モ ノ5・ 極 メ テ僅 少 ナ,レモ ノ1.治 療 ヲ拒 否t]vモ

ノ3.早 期 中止2.、

之 ヲ各病 症 二 就 キ テ 観,レ ニ 慢 性 及 反 復性 氣 管枝 炎 ・・

1例 ヲ除 キ他 ノ・全 部 著 数 ア リ。滲 出性 肋 膜 炎 二封 ・yテ

モ 良好 ナ リ。氣 胸 術 二俵 ル滲 出液 壁 生 二 ・・敷 果 一 定 セ

ズ。 肋 膜 刺 戟 二俵 ル執拗 ナ ル 咳 歎 刺 戟 ニ ノ・数 果 ナ シ。

之 ニ ヨ リテ 見 ル ニ 治 療 的 敷 果 ハ 同一 條 件 ノ下 二以 前

試 ミタ,レ「ヂ ァ テル ミー」治療 ニ ヨ ル ヨ リモ大 ナ リ。爾

経 濟 的 意 義 ヨ リス レバ ー 時 的 醤 療 給 付 ヲ 必 要 トス ル
ク

事多キ健康傷害ニテハ特 二來ラントス,レ或ハ既二存
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ス ル簸 疾 ヲ 豫 防除 去 ス ル 事 ニ ョ リ ー定 数 ハ被保 陰 者

ノ病 状 二確 然 タ ル榑 向 ヲ來 サ シメ得,レ ヲ示 セ リ。

(刀 根 山 松 村抄)

1908--1931年 間 ノDUs8eldorf痛 理 學教 室 ノ鵤

剖材 料 呂 力 、ル 就 中骨 系 続 ノ 結 穫 ヲ 顧 慮 シ タル

結 楼=就 テ ノ統 計

WalterWeget:StatistischesliberdieTtiberkulose

mitbesondererBer腫cksichtigUngderTuberkulose

desKnochensystemsanHanddesSektionsmaterials

desPathologischenInstitutesDtisseldorf1908-一 一1931.

最近10年 間 ノ臨 秣 的 及病 理 解 剖 學 的 研 究 殊 二K.E.

Ranke,Huebsdhmann等 ノ研 究 二qレ バ 慢 性 臓 器 桔

核 ノ・2個 或 ハ ソv以 上 ノ蘭 係 ナ キ 臓 器 二 同 時 二蟹 生

ス,レ事 ノ繕 ナ,レ ヲ 示tリ 。 コ レニ ヨ リK.E.Ranke

ハ慢 性 瓶 立性 臓 器結 核 ナ ル概 念 ヲ確 立 シ、更 二Hueb

scimannニ ヨ リ慢 性孤 立 性 臓 器 系 統 結 核 ナivza念 二

布桁 セ ラ レタ リ。

著 者 ハ1908-1931年 二於 ケ,レ解 剖 材 料17962例 ヲ基

トシ、骨 系統 二就 キ慢 性 弧 立 性 臓 器 系 統 結 核 ノ上 違 ノ

原則 ヲi追究 セ ソ トス 。

上 記原 則 ガ骨 賂 系 統 二 幾何 程 度 二 適 用 シ得 ル ヤ ト云

フニ 著 者 等 ノ 材 料 帥 骨儲 系 統 結 核177ヨ リ シテ原 骸

病 竃 群 ノ ミヲ有 シ確 實 二 孤 立的 ナ ル コ トノ 明 力ナ ル

モ ノ20%ア リ。

骨 儲 系統 結 核 ノ 外 二 骨 外慢 性 臓 器 系統 結 核 ノ 同時 二

存 ス ル モ ノ ニ ア リテノ・後 者 が治 癒 セ ル モ ノナ ル カ、明

カニ潜 伏性 ナ ル カ、叉 ハ 振 痕 二傾 キ除 リ廣 汎 ナ ラ ザ ル

病 機 ナ ル場 合 ニ ハ 該 原 則 ハ 承 認 シ得)vモ ノニ シテ17

%存 ス。 慢 性 骨 系統 結 核 ニ シテ、ソ ノ榑 帰 ガ急 性 汎 登

性 粟 粒 結 核 ヲ 生 ジ タ ル モ ノモ 少 ク トモ 数 ケ 月 乃 至 数

年 ノ間 ハ 孤 立性 ノ経 過 ヲ 探 リ シ 慢 性 骨 結 核 ナ リ ト考

フ レバ相 當 多 数 二存 ス。13%二 及 プ。多 蛮性 二骨 系 統

二結 核 ノ 占擦 ヲ見 ル モ ノ・・8.5%ニ シテ該 原 則 二数 ヘ

テ差 支 ヘ ナ シ。

之 ヲ 緯 括 ス レバ 解 剖 材 料 中 骨賂 結 核177ニ シテ、 ソ

ノ58.5%ノ ・該 原 則 ヲ 感 用 シ得 、 コ ノ数 ガ寧 ロ絵 リニ

低 キ ニ遇 ギ ル ノ・解 剖 材 料 ヲ以 テ セ シニ ヨル。何 ソ トナ

ラバ 恐 クハ 骨 儲 結 核 ニ ジテ 進行 セ ル 慢 性 骨 外結 核 ヲ

件 フ41.5%ノ 総 テ 測 初 メqリ 、 コ ノ}伏態 デ 來 ル モ ノ

ニモ 非 ズ。亦 極 メ テ長 キ経 過 ノ中 二合併 症 ト シテ登 生

シ タ ル モ ノニ モ非 ズ ト考 フ ベ キ ヲ以 テ ナ リ。

(刀 根 山 嶺 尾 抄)
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哺 乳 勘物 結 根 薗 ノ雛=鮒 ス ル 痢 原 性 ノ 問 閣 二 就

テ

B.GrUnberg:EinBeitragzurFragederPathog・

enitUtderStiugertuberkulose・BacillenfOrHObner.

本 問 題 二關 ス ル女 獄 ヲ 見 ル ニ、 ソ ノ報 告 ス ル トコ ロ ノ

成 縦 ハ圃 々デ ア ル。ヨ ツ テ 著 者 ハ コ レ ヲ再 吟 味 ス ル タ

メ 、30羽 ノ難 ヲ用 ヒ、 人 型 、 牛 型 、 鳥 型 諦 結 核 菌 ヲ

以 テ感 染 試 験 ヲ行 ヒ、 次 ノ如 キ結 槍 ヲ得 タ。

1.有 毒 力 性 鳥 型 結 核 菌 ヲ以 テ難 ヲ感 染 セ シメ ル コ ト

ハ 常 二可能 デ ア,レが、哺 乳 動 物 縞 核 菌 ヲ以 テ ス ル コ ト

ハ極 メ テ困 難 デ アル。

2.併 ン榮 養 不 良 二隅 ラ シメ タ試 験 動 物 ハ.ソ ノ抵 抗

力 減 弱 ン、 タ メ ニ 哺 乳 動 物 結 核 菌 ニ モ 容 易 二感 染 ス

,レ0

3.烏 型 結 核 菌 ヲ 以 テ 難 ヲ 感 染 セ シ メ タ 場合 、 イ ツ

モ臨 林症 状 蚊 二 榮 養 状 態 愛 化 ヲ 惹 起 スル ト・・限 ラナ

ィ。(刀 根 山 苅 部抄)

結 棲 治 療;劃 ス ル最 近 ノ藥 則 蛇 二榮 養 ノ概 観

(1931年 度 ノ

G.Schr6der:OberneuereMedikamenteundN5hr.

mittelfUrdieBehandlungderTuberkuloseBericht

肖berdasJahr1934.

第1特 異性 並 二非 特 異性 刺 戟 療 法

結 核 ハ全 勇感 染 ト考 フベ キ デ ア ル カ ラ、從 ツテ 之 が治

療 二於 テ モ、全 均療 法 が共 ノ根 抵 ヲ爲 ス、 コ ノ意 味 デ

特 異 性 刺 戟 療 法 ハ、ソ ノ適 懸 症 ノ選 揮 ニ シテ誤 マ ラ ザ

レバ、 治 療 的 数 果 ヲ期 待 ス ル コ トが出 來 ル。

Tuberkulin療 法 二就 テ ノ・、Bessau及 ビFembachノ ・

小 見 結 核 ノ各 型 二有 数 ナ リ トシ、且 ツ之 が静 脈 内適 用

並 二Jodkali内 服 併 用 ヲ推 奨 シテ 居Jレ。 又Zitoノ ・

Tuberkulinヲ 以 テ掲 特 ノ混 合 液 ヲ作 リ(脱 繊 維 自家 血

清1ca、Hypophysinlca、2%Novocain液1aq、

25%Tuberkulinlgt)、 之 ヲ静 脈 内 二 適 用 シ、 反 感

ノ程 度 ニ ヨ リ間 隔 ヲ加 減 シ ツ ・反 復 注 射 ス ル。

結 核 死 菌 接 種 剤 二就 テ ノ・、BCGノ ・有 数 ト認 メ ラvテ

居,レ。 之 二反 シFriedmann・Mittelハ 、 臨 肱 的 ニ モ無

敷 デ ア リ、爾 ノ ミナ ラ ズ開放 性 肺 結 核 二 ・・危 瞼 デ ア'レ

(Ballinu.Hillenberg)。

被 働 免 疫 剤 タ,レThanatophthisinノ ・無 数 デ ア,レ。

非 特 異性 刺 戟 剤 タ,レOmnadinノ ・、結 核 二於 テ モ、ソ ノ

急 性 再 燃 状 態 二用 ヒテ有 数 ノコ トガ ア リ、又Machold

ニ ヨ レバ、 肺 膿瘍 二奇 数 ヲ奏 ス ル トイ フ。
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第2化 學 療 法

金 療 法 ・・次 第 ユ支 持 者 ヲ場 シ テ來 テ居,レ。金 ノ作 凡レ・

parasitotropヂ ハ ナ 〃 シテorganotropデ アル トー 般

二現 在 考 ヘ ラ レテ居'レ(Colbertu.Mollard;Menno・

nna)。 金 ハ結 核性 病 窺 二蓄 積 セ ラv、 内被 細 胞 系殊;

病 繕 部1内 被 細 胞 ヲ刺 戟 ス7レ(Homusu・Kras9・noff)。

適 感 症 トシテ ハ、溶 出性 肋 膜 炎及 ビ紹 核性 膿 胸 二特 二

良 数 ア1)(Schelenz;Hostu.Secher)。 殊 二皮 膚紹 核

並 二上 氣 道粘 膜 ノ縞 核 二 卓奴 が アル トイフ(Tzanhoff・

Bech,Poomann)。 金 製 鋼 ハ 腎 臓、 肝 臓 、 血 液 、 皮 膚

二借 寄 ヲ來 シ易 〃、 ソ ノ虞 ア'レ 場 合 ハ 禁 忌 デ ア ル。

Eosinophilieノ 出現 ・・金 ノ飽 和 二蓮 シタ標 示 デ ア リ、

警 戒 ヲ要 ス ル。 肝 臓 傷 笹 ノ危 機 二瀕 ジタ時 へ 大 債 ノ

Kalk或 ・・Glykoseノ 投 輿 ヲ 以 テ 肝 臓 ヲ 庇護 ス ベ キ

デ ア,レ。伺 ホ金 剤 ハ特 異性 刺 戟 剤 ト併 用 シテ 笥イ ト云

ハvJレ(Wurtzeh,Mollard,Boerneru.Mal16,Gergley)。

第 三 薬 物 療 法

結 核 患 者 ・・愛 調 状 態 二在 ツテ、植 物 跡経 系 内 分 泌 腺及

ビ新 陳 代 謝機 能 二種 々ノ異 常 が現 ノ・レ、結 核 ノ症 状 ヤ

経 過 二蒼 大 ノ影 饗 ヲ及 ボ ス。從 ツ テ コ レラ諸 機 能 ノ璽

調 ヲ調 製 ス ル必 要 が アlv。Ca鋼 ノ・植 物 帥 経 系 二鎭 静

的 二作 用 シ、GynergenヤBellergalカ ●推 奨 サ レテ居

Jレ。Ca刺 トPyramidonト ノ併 用 ・・熱 二 有 敷 二作 用

ス ルo

既 二Brehmerカ ●慢 性 肺瘍 二愛 用 シタChinin・ ・、之 ヲ

小 量 宛頻 同 分 服 シテ成 績 が良 イ ト云 フ(Nbert・Weil)。

独 疾 鎭 咳 刺 トシテ ハExpectal〈Thimianextrakt,Kalium

sulfoguajacolicum,Kodein,'Dipropylbarbiturs菖ure

ヨ リ成,レ)が 推 奨 セ ラ レ、 喘 息 檬 症 状 ニ ハKardiazol・

DicodidヤOctinカ 。推 奨 セ ラvテ 居'レ。

肺 出血 ニ ノ・、Ca剤 タ'レCalcino1トVigantol61ト ノ

併 用(Baukeu.Fricke)、 叉TonophospmnbCom・

polon)ト ノ 併 用 ガ 推 奨 セ ラ レテ 居Jレ(Stupnitzki)。

D'Angeloノ ・Adrenalin液 ノ氣 管 内 注 入 デ良 緒 果 ヲ得

ル ト云 フ。

混 合 感 染;ハUrotropin(40%液1c・c宛 静 脹 内・隔 日)

が良 タ改 ヲ奏 ス ァレ ト云 フ(Szan凪5)●

Thyroxin療 法 ノ可 否;就 テ ハb爾 ホ將 來 昌侠 ツ・

第4榮 養j雄 二榮 養`冒6

鶴`艘 二於 テ,策 養 欄 ス'レ ニ ヅ ノ大 キ ナ 研 究 曙

人 ノ興 味 ヲ 唆'vタ 。eilt-一 一ヅ ハGersonノ 肺 結 核 食

餌 療 法 デ、 他 ハHindhedeノ 結 核 患 者過 剰 榮 養 反 封

冶 デ ア,レ。Gersonへ 結 核 患 者 ヲー 種 ノ 「アVN¥

・一」髄 質 者 ト見 微 シbGerson氏 食 餌 ヘ コ ノ「ア レル

ギー 」状 態 二変 化 ヲ起 シ.紹 核 性 炎 症 二 抑 制 的 二作 用

スル トナ ス。X線 騙 農 ヲ以 テ追 及 スJVモ,良 イ結 果 ヲ

認 メ ル(Fleischner)。 併 ・/更=形 態 學 的 二組 織 學 的 ニ

モ ツ ト蜻密 二立 瞳 シテ モラ ワナ ケv〃 《ナ ラ ヌ。Aulerio

及 ビGiovanniハ 臨 肱 的 二赤 沈 速 度姓 二血 液像 ノ好 韓

ヲ戯 察 シテ居 ル。

次 二Hindhedeハ 、 結 核 患 者 ノ榮 養 ハ、 盟 重 妊 ニ ソ

キ蛋 白0.06瓦 、熱 量27「 カ ロ リー デ充 分 デ ア,レ ト論

ジテ居,レ。 併 シ新 陳 代 謝 ノ圓滑 ナ ル蓮 行 ニへ 相 雷 量

ノ蛋 白 ノ是非 必 要 ナ コ トノ・、Bickel及 ピ其 ノ門 下 ノ

明 力 二謹 明 ス ル トコ ロ デ アル。

結 核 患 者 二Vitaminヲ 充 分 二 補 給 ス ベ 〃 努 力 セ ラv

テ居Jv。Chodkowski一 ヨ レ ・t、Vitamin投 奥 ハ 個饅

ノ抵 抗 力 ヲ元 メ、 病 竃 ノ石 灰 化 ヲ促 ガ シ、結核 病 磯 ノ

治 癒傾 向 ヲ増 ス。

Insulin葡 萄 糖療 法 ハ 、肝 臓 庇護 ノ タメ ニ有 盆 デ アrv。

胸 廓 成 形 術 ノ・血 糖 ノ著 明 ナ上 昇 ヲ起 ス カ ラ、殊 二本 療

法 ノ指 示 トナ ル(Schurff,Meythaleru・Pelz)。 結 核 患

者!Insulin耐 容 力 ヲ改 善 ス'レタ メ ニ、InsulinヲCa

溶 液10cqb混 ジテ注 射 ス ル トヨ イ(Hunscheidt)。

1刀 根 山 苅 部抄)

RevuedelaTuberculose5。S6rie・TomeIeNo6,1935.

ブ レ ス ト港 海 上 關 係 者 間 ノBCG接 種 ニ ヨ ル 結 楼

豫 防 事 業

J.Qu6rangaldesEssartsG.deCarbonnieresde

Saint.Brice:Une肥uvredeprophylaxiesocialede

latUberculoseparlaVaccinationBCGdansle

milieumaritimeduportdeBrest.

1926年 ヨ リ1193人 ノ初 生 見 二BCG接 種 ヲ行 ツs。

是 等 ノ見 童 ハ823家 族2277人 ノ見 童 中 二届 スlv・eノ

デ成 績 ハ接 種 者死 亡 数87人7.3%デ 非 接 種 者 デ ハ192

人17.7%デ ァ ル。

共 ノ内結 核 患 者 ヲ有 ス ル262家 族 二於 ケ ル成 接 ハBCG

接 種 者366人 中死 亡41人11.2%デ 非 接 種 者 ハ468人



第4號 】 抄 録 257

中死 亡108人23%デ ア,レ。

健 康家 族 デ ハ561家 族 中BCG接 種 者827人 ノ死 亡 ハ

46人5・596デ 非 接 種 者616ノ 死 亡2・84人13.6%f・ ア

ル。 最 少 限4年 間 戴 察 匂 レ40ノ 結 核 家族 二於 ケ ル 成

績 ・・接 種 者62人 中結 核 稲 患率 ノ・16.1%、 非 接種 者

54人 中結 核 罹 患率 ・・31.4%デ ァJV。

中結 核 死亡 率 ・・3.296ト9.1%ノ 差 ラ示 ス。

同 ジ ク40ノ 健 康 家 族 デ ハ66人 ・接 種 中結 核 罹 患 寧

7.5%死 亡0デ61人 ノ非 接 種 者 デ ・・稲 患 噛 ・・14.7%

デ死 亡 奉 ハ3.3%デ ァル。

1929年 ヨ リBCG接 種 ヲ 受 ケ ナ カ ツタ者 ヤ 接 種 ヲ受

ケ タ者 ノ再 接 種 二 〇.01mmヨ リ0.05mm/BCG皮 下

接 種 ヲ行 ツ タ。之 ハ248人2iツ ベ)v〃 リ ソ」反 感 陰 性

者 デ176家 族496人 ノ見童 中 二幅 ス)レ者 デ496人 中

66人 ・・生 後 直 二輕 口接 種 ヲ受 ケ テ 居 ル ガ他 ノ182人

ノ・接 種 ヲ シテ居 ナ イ。ソ ノ死 亡 倣 ・・皮 下 接 種 者248人

中3人 纒 口接 種 者66人 中4人 非 接 種 者 ノ・182人 中27

人 デ ア ル。但 シ之 丈 デ ・・年 齢 モ匠 々デ 「ッ勺 レ〃 リソJ

反 慮 ノ關 係 カ ラモ成 綾 ヲ比 較 ス ル事 ハ 出來 ナ イ。是 等

ノ見童 中1929年 一1934年 ノ間 デ ・・接 種 者 ノ結 核 死

亡 ノ・0デ 非 接 種 者 デ ハ7人9'ア ァレ。1933年 ヨ リノ・青 、

成 年 ノ 「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陰性 者 ニモ 接 種 ヲ行 ツテ

居 ル。(今 村 内 科 梅 谷 抄)

肺 結 核 経 過 中 二於 ケ ル肺 活量 測 定 ノ臨淋 的 債 値

A.LandauB.GlassA.Pruszczynski:Lavaleur

cliniquede且ad6terminationdelaCapacitevitale

ancoursdelatuberculosepulmonaire.

全 部喀 疾 排 出 者 ニ シテ 又 殆 ド全 部 直 接 検 鏡 ニ ヨ リ結

核 菌 ヲ謹 明 スJV88人 ノ患 者 二就 イ テ ノ成 績 デ ア,v。

肺va4鑑2000aqvデ ノ者40ヲaslnv2000-・-3000、37人

ヲ第2群3000以 上11人 ヲ 第3群 トス ル。 第1群 ハ

急 性 亜急 性 型 が多 ク病 塑 モ廣 イ。 第2、3群 ハ慢 性 型

停止 型 デ病 轡 毫少 イ。

肺萎 締療 法 ノ・ヤ ツ テ居'レ 者13人2000似 上 デ ア ル。

ソ レデ2000が 萎 縮療 法 ノ最 低 限 ト云 フ結 果 ニナ ル。

呼 吸 数 ・・第1、2、3群 ノ順 二多 イ。 肺 活 畳減 少 ヲ示 ス

者16人 中特 二 減 少 度1張 イ者12人 ハ念 性 デ 赤沈 反

感 モ促 進 シ テ行 〃。肺 活 鑑 ノ増 加 シテ行 〃者 ・・紳 過 ノ

良 好 ナ ル ヲ示 ス。肺 萎 縮 療 法 患 者 デノ、ll巾活 畳 ノ増 減 ハ

予 後 判 定 二有 数 デ ハ ナ イ。(今 村 内科 梅 谷 抄)

脳 脊 髄 合 併 症 二 於 ケ ル 堕 素代 謝 一 細 菌 性1結 核

・性)脳 膜 炎 二 於 ケ ル 診 断 的 債 値'

A.Prunell:Metabolismeduchloredansquelques

syndromesrachidienssaleurdiagnostiquedansla

Meningitebacillaire.

91人 ノ謄 脊髄 液 ヲ検 査 シテ 次 ノ如 キ 成綴 ヲ得 タ。 結

核 性 購 撲炎 ノ時 ・・騨 素 、葡萄 糖 ノ減 少 、繊 維 素 ノ存 在 、

細 胞 、蛋 白 ノ増 加 が ア ル。 之 丈 デ ・・診噺 推 定 二役 立 ツ

ノ ミデ ア,レが 臨肱 症 状 ト合 セ 考 へ,レ ト相 當 ノ便 値 が

ア ル。 連 鎮状 球 菌、 臓 脊髄 膜 炎 菌,「 イ ンフ ル エ ソ ザ」

菌(Pfeiffer)肺 炎 菌 ニ ゴ,レ急 性 脳 脊髄 膜 合 併 症 ノ時 ニ

モ顛 素 減 少 が見 ラ レ得 ル。

急 性 結 核 性 謄 膜 炎 ノ初 期 二 ・・唖 素 量 ノ・正 常 二近 イ。

念 性 磯 膜 炎 ノ時 ノ・結 核 性 ノ 有 無 二拘 ・・ラ ズ 血 液 中 ノ

唖 素 量 ノ・臓 脊 髄 液 ノ夫 ト共 二減 少 ス ル。

盟 類 ヲ榿 内 二入 レル ト血 中、朧 脊 髄 液 中 ノ鞭 素 量 ハ培

加 ス ル ガー 時 的 デ ア ツ テ 多 ク ・・腎臓 ヲ 介 シテ消 失 ス

ル。(今 村 内科 梅 谷 抄)

結 核 外 專 門 雑 誌

種 々 ノBCG接 種 方 法 二 關 シ テ 。 同 時 皮 下2回 注

射 方 法 ノ 有 利 ナ ル 事 。結 核 豫 防 二 使 用 サ レルBCG

ノ 毒 力 ノ 璽 化

R.Chaussinand:AProposdesdiff6rentsmodesde

vaccinationparleBCG.

Avantagesdelamethodedesdeuxinjectionssous-

cutan6ssimultan6es,Variationsdelavirulencedu

BCGdanslapr6munitiondel'esp6cehumaine.

(Annalesdel'institutPasteurT・55No・4e1935)

結 核 ノ豫 防 ノ爲 二 行 ハvテ ヰ,レBCG接 種 方 法 ノ 中 デ

從 來 カラ 最 モ廣 ク 使 用 サ レテ ヰ'レ ノ・・経 口的 方 法 デ

ア ル。 コ ノ方 法 ・・簡 軍 デ副 作 用 モ極 メ テ少 〃、且 有 敷

デ ・・ア ル が、結 核 免 疫 ノ成 立 匂 レヤ 否 ヤ ヲ確 定 ス ル唯

一 ノ試 験 方 法 デ ア ル 「ツ ベ ンレク リ ン」反 庶 ノ陽性 樽 化

が オ ソ 〃、 シ カモ不 規 則 デ ア ル ノデ、少 ク トモ免 疫 ガ

成 立 ス レ マ デ ・・結 核 カラ遠 ザ ケ ナ ヶ レバ ナ ラナ イ。コ

ノ豫 防接 種 方 法 トジテ ノ・、不 適 當 ダ ト思 フ。 ソ レデ経

口 的方 法 以 外 ノBCG接 種 方 法 ヲ種 々試 ミテ 、 ソ レ等

ノ長 所 、 短 所 ヲ比 較 シテ 見 ル ニ、「ツ ペ ル 〃 リ ン」反 慮

陽性 轄 化 ダ ケ カ ラ剃 噺 ス レ ト皮 下 接 種 、皮 内接 種 、 筋
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肉 内接 種 何 レr邑縄 ロ的 方 法;nv"7テ ヰ,レ。

皮 下 接種 、 皮 内 接種 、筋 肉 内接 積 ノ三 方 法 ヲ比 較 ヴテ

見ル ニ、皮 内 接 種 方 法'・ 「ア レル ギ ー」ノ出現 ト持 纏 ト

ニ於 テ、 皮 下接 種 二劣 リ、且 實 際 施 行 ス ル 昌 ノ・皮 下 接

種 ノ方 が 皮 内接 種 ヨ リ 行 ヒ易 イ。 筋 肉 内 接 種 方 法 ハ

「ア レ ル ギー」ノ出 現 ハ皮 下
、皮 内 雨接 種 力 法 ヨ リ遙 カ

ニ早 イ が、接 種 局 所 昌膿 瘍 ヲ作 ル貼 二於 テ前 二 荷 二劣

ル。 コ ・二 於 テ 著 者 ハ 皮 下2同 、同 時 接 種 方 法 ヲ案 出

シ、コ レが最 モ優 レテ ヰ,レ事 ヲ實 謹 シタ。QII・ie・著 者 ハ

1929年 二Strasbourg病 院 小 見科(laCliniqueinfantile

delaFacult6deM6decinedeStrasbourg)デ 、 コ ノ

皮 下2同 同時 接 種 方 法 デ 良 好 ナ 成 績 ヲ得 、 更 二今 回

Saigonデ 「ツベ,レ ク リ ソ」反 慮 陰 性 ノ初接 租 者238名

二使 用 シテ 叉 同様 良 果 ヲ學 ゲテ ヰ,レ。コ ノ場 合 使 用 シ

タ ノノ・0.001mg/BCGヲ ニ 分 シテ 同 時 二2ケ 所 二

皮 下接 種 ヲ シタ ノデ ア ル が、7ケ 月 ノ絡 リニ ハ、既 二

90%「 ツ ペ ル ク リ ソ」反 慮 ガ陽 性 二榑 化 ・y、接 種 局 所 二

膿 瘍 ノ 出 來 タ ノハ1%デ ア ツ タ。 同時 二 樹 照 ト£・'テ

0.001mgBCGヲ 皮 下1回 接種 シタモ ノデ ・・70%ノ

「ツ ベ ル ク リ ソ」反 慮陽 性 榑 化 ヲ見 タ ニ過 ギ ズ、叉 膿 癌

モ1%二 於 テ 見 ラ レタ ノデ 、皮 下2回 同時 接 種 ノ優v

テ ヰ ル コ トカ●確 詮 サ レタ課 デ ア ル。

夏 二「ツ ベ ル ク リ ソ」反 磨 陰 性 ノ再 接 種 者89名 ニ ツ イ

テ モ、 同様 二 皮下2同 同時 接 種 ト皮 下1同 、同時 接 種

トヲ比 較 シテ見 タ ガ、 初 接 種 者 同檬 ノ 良 果 ヲ 得 テ ヰ

,レ。但 シ皮 下2同 同時 接 種 二於 テ モ皮 下1同 接 種 二於

テ モ再 接 種 ノ場 合 ハ 膿 瘍 ノ 出來 方 が 初 接 種 ノ場 合 ヨ

リ遙 カニ多 ク約10%デ アlv。 コvノ ・コ リボ氏 現 象 ト

シテ 訊 明 ス ベ キデ ア ラ ウ。

著 者 ・・BCG/0.001mgヲ 使 用 シタ カ'、コ レカ●適 量

デ ア ル トシテー 般 二推 賞 スル 事 ・・出 來 ナ イ。何 トナ レ

バBCGノ 培 養 期 間、 調 製 方 法 、 調 製 シ テ カ ラ接種 ス

)vマ デ ノ期 間 、BCG浮 游 液 ノ保 存 方 法 等 各 人;ヨ リ

ー 定 デ ノ・ナ イ シ、又 一 律 ニ ス ル事 モ困 難 デ ア ル カ ラデ

ァ,レ。 然 シBCGノ 毒 カ ヲ最 モ減 弱 ス;レモ ノノ・温 度 デ

ア ル ト噺 言 出來lv。 從 ツ テBCGノ 浮 游 液 ・・接 種 ス ル

マ デ ・・必 ズ 氷室 二保 存 シテ置 カ ナケ レバ ナ ラナ イ。

(俸 研 柳 澤 抄)

鳥 型 結 核 菌 ノ分 融 二 關 ス ル研 究

A.SaenzetLCostil:Recherchessurlesvariations

biologiquesetladissociationdubacilletuberculeux

aviaire(Annalesdel'institutPasteurT.55.No.5.

1935)。

録 【第14巻

1933年Winn及 ビPetrogカ'鳥 型 紹 核 菌 カ ラSgR,

Ch.F.S/4種 ノ愛 租 ヲ分 離 ンタ ガ.著 者 等 ノ研 究 昌

目ルbF・S型 ハ形 態 學 的性 朕 カ ラt、 病 原 性 カ ラE

全 クSト ー 致 ス'〃 デ、F.S型 ハ除 外vテR,S,Ch

ノ三 型 ニ ツ イ テ研 究 ヲ ヴタ。

著 者 等 ・・5株 ノ鳥 型結 核 菌 カ ラS,R,Ch/3型 ヲ分

離 シ、 ソ ノ3型 ノ移 リ璽 リ、 病 原 性.形 態學 及 ビ培養

上 ノ諸性 状 ニ ツ イテ研 究 ヴ タ。

使 用 シタ培 養 基 ノ・馬鈴 薯 「グ リセ リ ン」培 養 基.「 グ リ

セ リソ,ブ イqンJ、 「マ ラ ヒット」絶 ヲ加^4「 アス パ

ラ ギ ン」鵠 卵 培 養 基 及 ビ「ソー ト ソ」培 地 デ ア ツ テ.動

物 實 験 ニ ハ稿,海 狽,家 兎 及 ビ廿 日鼠 ヲ使 用 シタ。 實

融 成 績 ハ次 ノ梯 二纏 括 ス 〃 事 ガ出來 ル。

1)鳥 型 結 核 菌 二 原 型S型 カ ラ ・・inVitroデ モ,叉

・・inVivoデ モ、R.S,及 ピCh型 ヲ分 離 ス ル事 ガ 出

來 ル。

2)馬 鈴 薯 「o'9tリ ソ」培 養 基 二培 養 サvタKS,及

ビCh型 ノ・何vモ 可成 リ安 定 ナ モ ノデ ア ツ テ.縄 代培

養 ニ ヨツ テ ソ レ等 ノ特 性 ヲ 簡 軍 二 失 フモ ノデ ハ ナ イ

が、 就 中R型 力●inVitroデ 最 モ 安定 性 ガ アPt。

3)S型 ・・R型 ヨ リモ短 イ桿 菌 デ、 抗 酸性 モ弱 イ。

S型 及 ビCh型 ・・室温i25℃ 一一32。C)デ 各 培養 基 二良

〃蛋 育 ス,レガ、R型 ノ・37。C-42。Cデ ナ ケ レバ 犠 育t

ズ。 叉 「グ リセ リ ソ」培 養 基 デ ナケ レバ豪 育 シナ イ。

4)S型 ・・「ソー ト ソ」培 地(PH7.2ノ ニ4週 間 培 養 ス ル

コ トニ ヨ ッ テ培 地 ノPHヲ 殆 ンr愛 化 シナ イ カ、 叉 ハ

ホ ソ ノ少 ・y「アJt/カ リ」性 ニ ス ル ニ 過 ギ ナ イ ノ ニR及

ピCh型 ノ・PH5.6マ デ酸 性 ニ ス ル。

5)S型 ハ 「グ リセ リ ソ.ブ イ ヨ ン」叉 ハ「ソー ト ソ」培

地 二培 養 ス ル ト深 部 ニ モ ヨ ク螢 育 シ、液 ヲ潤 濁 セ シメ

ル ト同 時 二上 層 二薄 膜 ヲ作 ル ザ、R型 ノ・深 部 ニ ノ・全 〃

童 育 セズ 、上 層 ニ ノ ミ乾 イ タ薄 膜 トシテ壁 育 シ、 豪 育

ノ進 ム ニ ツ レ テ次第 二黄 色 ヲ帯 ビ テ來 ル。

6)S型 ノ純 培 養 ヲ室 温 二放 置 ス ・レ ト、 次 第 二色 付 キ

Ch型 二愛 化 スJVコ トが屡 くデ アJV。

7)S型 ノ鶏 二封 ス1:/毒 性 ・・甚 ダ強 イ カ●、R型 ハ コv

二反 シテ甚 ダ弱 イ。Ch型 ノ鶏 二封 スlv毒 性 ハR型1

ソ レ ト略 ヒ同 ジ イ。

8)R,S,及 ビCh型 ノ 夫 々一 定 量 ヲ接 種 シタ鶏 ノ脾

及 ビ肝 ノ組 織 標 本 ニ ツ イ テ モ 明 力 二各 型 ヲ匠 別 ス,レ

事 力●出 來 ル。

9)S型!・ 鶏 ノ ミナ ラ ズ、 家 兎 、 廿 日鼠 二SS・yテ モ毒

力 可成 り強 イ ニ反 シ、Rハ 甚 ダ弱 イ。
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10)家 兎 二R型 ノ生 菌 ヲ接 種 シ、一 定 日 ノ後 二同 標1

S型 ノ生菌 ヲ 以 テ ソ ノ家 兎;結 核 感 染 ヲ 起 サorム,v

時 ハ、 明 カ ーR型 ノ 感 染 阻 止 力 ヲ 謹 明 ス ル コ トが出

來 ル。

11)分 離 ・yテカ ラ4年 間 馬鈴 薯 「グ リtリ ンJ培 養 基

二継 代 培養 ヲ績 ケ タR型 及 ビS型 ニ ツイ テ、ソ レ等 ノ

毒性 ヲta・yテ 見,レ トじS型 ニ ハ曼 化 ハ ナ イ が、R型 ノ

毒 性 ハ可 成 り減 弱 ス ル。

12)S型 ヲ 分 離 培 養91タ モ ノ ヲ3年4ケ 月 モ 室 温 暗

所 二置 イテ モ、ソ ノ形 態 學 的性 状 ニモ毒 性 ニ モ愛 化 ガ

起 ラナ イ。

13)鳥 型 結 核 菌 ノ毒 性 が 分 離 シテ カ ラ 日 ヲ 経'レ ニ從

ツテ減 弱 ス,レ ノハS型 ヲ馬 鈴 薯 「グ リセ リソ」培 養 基

二纒 代 培 養 ヲ重 ネ テ 行 ク ー ツ レテR型 が 堆 加 ス ル爲

デ ア)レ。

14)S型 ノ・R型 二inVitroデ 容 易 二墜 型 ス2レカ●、R

型 ガS型 ニハinVitroデ ハ璽 型 シ難 イ。然 シinVivo

デ ノ・容 易 二R型 ガS型 ニ ナ ル。但erコ ノ愛 型 現 象 ハ 人

工 培 地 ヲ通 過 ス ル ニ ツ レテ次 第 二困難 ニ ナル。同檬 ナ

事 ヲmicromanipulateurヲ 用 ヒテ モ行 ヒ得 タ。

(傳 研 柳 澤 抄)

纒 皮 的 再 感染 病 竈 ノ進 展 呂 封 ス ル 即 時 炎症 笈 感

影響(第2報)

M.Nasta:Recherchessurlemechnismedel,lmm・

unitedanslaTuberculose,(Arch.roum.dePath.

exper.t,8.1935.P.22.・ ・Labor.d.Med.Exper.et
の

Inst.deSem1.Bucarest.)

著 者 等 ヵ●既 二 報 告 セ ル如 ク(本 誌t.1・1928.Pe541)

結 核Allergieノ 状 態 ニア ル動 物 二経 皮 的感 染 が行 ノ・

レタ ル場 合 二局 所 二於 テ豪 現 ス ル過 敏 的 現 象 ノ・、決 シ

テ再感 染 二封 ヌ,レ防 禦 ヲ 意 味 ス ル モ ノニ 非 ズ トノ見

解 二基 キ、 今 同 海 猿 ヲ試 獣 ト シ、種 々 ノ條 件 二於 テ行

ハ レタ ル再 感染 ノ實験 成 績 ノ・次 ノ結 論 ヲ導 ケ リ。

1)初 感 染 後2-8日;一 ・yテ、 未 ダAllergieノ 現 ノ・レ

ザ ル先 二行 ノ・レタ ル再 感染 へ 多 〃 ノ場 合 局 所 ノ即 時

炎 症 反慮 ヲ件 ナ ノ・ズ 、然 レ ドモ再 感 染 ノ結 節 ノ・著 シ〃

速 二(初 感 染 ノ結 節 ヨ リノ・ム シロ速 二)蛋 現 シ、而 シテ

ヤ がテ 自潰 シテ病 竈 ノ・進行 慢 延 ス。

2)初 感染 ニ ヨ7レ輕 度 ノAllergieカ'起 リ シ後(初 感 染

後20日 以 内)再 感 染 力●起,レ時 へ 局 所 二 輕 度 ノ9P時

炎症 ノ、登 現 ス ル モ、 速 二消 退 シ、 以 後 ノ模 襟 ノ・同 ク、

上 記(1)ノ 場 合 二等 シ。

3)初 感 染 後31日 以 後 二 出壁 匂 レ再 感 染 病 竈 ・・強 キ

録 259

帥 時 炎 症 ハ之 ヲ盟 ル モ壊 死 ニハ 陥 ラ ズ、叉 生 ジタル結

節 ノ、向潰 巡 行 ス'レコ トナ ク.ヤ が テ消 減 ス。

4)上 記再 感 染 二用 ヒSJレ 菌 ・・全 ク生 理 的食 蝋 水 二浮

游 セ シメ タ'レモ ノナ レ ドモ、若 ヴ コ レ ヲ、5--10x;稀

秘 セ ル葱Tuberkulin中 二浮 游 ・セヴ メPtJレ モ ノ ヲ注 射

メ ル ニ、ソ ノ局所 ノ・前 記(1)或 ハ(2)ノ 如 キ早 期;ハ

生 理 的 食 鞭 水 菌液 ノ場 合 トサ シタ ル 差 異 ナ カ リヴモ,

(3)ノ 如 キAllergie状 愈 ニ ア,レモ ノ ニ劃.シ テハ、24

時 間 以 内 二著 明 ナ,レ局所 ノ炎症 性 過 敏 反 慮 ヲ示 シ、次

デ速 二壊 死 二陥 リ痂 皮形 戒 脆 落 、 廠 痕 ヲ遺 セ リ。

5)然 シモ ・yAllergie状 態 二s'レ 海 狽 ヲ ー 定 ノ條 件

ノ下 二X線 ニ テ照 射 セ'レ後 、(4)同 襟 ノ慮 置 ヲ施 ス モ

照 射 セ ザ ル場合 二 比 シテ 著 シ 〃輕 度 ノ即 時 炎症 反 慮

ヲ認 ノ タル1ミ ナ リキ。

之 ヲ要 ス ル ニ、初 感 染 後 一定 時 ノ後 二出慶 セ ル再 感染

結 節 が著 シ 〃早期 二表 ノ・レ、且 治癒 ノ傾 向 アル事 實 ト

之 二件 フ局 所 ノ即時 炎症 性 反慮 トノ・、羅 二時 間 的 二共

存 ス ル ノ ミー シ テ、實 ノ・雨 者 ノ・一元 的 ノ モ ノ ニ非 ズ。

全 然 其 ノ成 立機 構 ヲ異 ニ ス ル モ ノナ リ。

(北 研 糟 谷 抄)

診 断 用 「ツ ペ ル ク リン」妓 力 測 定 法補 遺

渡 邊 元 次:(細 菌學 雑 誌 、 第476號 、715頁 、昭 和10

年10月)

現 今 「ツ ベ,レク リ ソ」 ノ慮 用 ザ 治 療 的 ヨ リ診 噺 的 ノ領

域 二披 が レ リ、從 テ其 ノ数 力 測 定 法 ヲモ此 レニ微 フ必

要 ア リ。依 テ昭 和3年 皮 膚 反 慮 ヲ圭 眼 トシ此 レ ヲ行 フ

ベ キ事 ヲ河 村 秀 九 氏 ト共 二論 及 シタ リ。爾 來 今 日迄 此

ノ方 法 ヲモ旛 用 シ数 力 測 定 ヲ行 ヒ居 レ リ.共 レニ ハ特

殊 ノ方 法 ニ テ 「ア レ,レギー 」 トナ シタ ル 積 ヲ使 用 ス ル

事 ノ確 實 性 ヲ 述 べ途 二標 準 「ツベ'レ〃 リ ン」二就 中S

R型 ノ菌 ノ存 在 ヲ認 メ ラ レタ ル今 日、此 レ ヲモ考 慮 ノ

中 二置 ク ベ キ ナ リ ト。(北 研 水 口抄)

市 販 牛 乳 ノ樵 査 成 績

大 地 新:(細 菌學 雑 誌 、第477號 、851頁 、 昭 和10年

11月)

i囁氏63度 以 下30分 以 内 ノ 低 温 ヲ 以 テ 消 毒 ス ベ ク定

メ ラt・タJレ、市 販 牛乳309例 中 ノ7例 ノ・規 定 以 上 ノ加

熱 、5例 ノ・再 加 熱 ノ 疑 ヒ 有 リ、 叉7ケ 斬 ノ 「ブ ラ ソ

ド」ヨ リ集 メ タ ル243例 二於 テ 細 菌 鍛 ヲ検 査 ・y・Pt)tZ二

規 定 数 ヲ 超 ヘ ザ ル モ ノ 意 外 二少 ナ シ。 而 シ結 核 菌 ヲ

謹 明 ・Ye"'レ モ ノ ハ1例 モナ シ。 但 シ東京 市 内販 責牛

乳 。(北 研 水 口抄 ノ

腎 結 核 卜副 腎 腫 ワ同 時 護生
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Dr.BilaPitrollfy・Szabo:GemeinsamesVorkommen

vonNierentuberculoseundHypernephrom(Archiveの
ferklinischeChirurgie182.Band.3.Heft.1935)

著 者 ハ20年 間 ノ手 術 材料aリ2例 ノ縄 験 ヲ得 腎臓 結

核 ト副 腎 肺 ガ 同一 ノ腎 腰 二 同 時 二 骸 生 ヴ得 ル モ ノナ

ル コ トヲ主 弧 ス。

第1例 結 核 菌 ノ 証 明 ヲ以 テ 腎 膿 結 核 ノ診 断 ノ下 二

手 術 的 二摘 出 サ レタ ル 腎 臓 ノ⊥ 極 部 二 大 キ ナ 副 腎""

ヲ下極 部 二紹 核 窩 ヲ腰 見 セ リ。

第2例 患 者 ハ ・17歳 ノ女2ケ 月 前 ヨ リ右 側 腎 臓 部 二

強 烈 ナ ル 痔 痛 ヲ 訴 へ3週 間 前 ヨ リ血 尿 及 尿 意 頻 倣 ア

リ。

尿沈繊徽 誉撫 赤蝋 結核菌
「イ ソデ ゴ ー カル ミ ン

」ニ ヨJV膀 脆 鏡 的 槍 角 左 ノ・4分 、

右 ハ5分 ニ シテ初 メ テ 同藥 物 ノ 膀 胱 中=排 泄 サ ル ・

ヲ見 ル。仰 チ腎 臓 結 核 ノ診 断 ノ下 二摘 出サ レタ ル腎臓

ナ リ。

肉 眼 的所 見 「大 サ11.5糎x5,4糎x4.0糎 ノ腎臓 ナ

リ下 極 部 二 下 極 部 全 禮 ヲ 占 有 ス)v硫 黄 色 圓型 直径6

糎 ヲ有 ス ル 腫瘍 ア リ上 極 ニノ・結 核 窩 ア リ」

顕 微 鏡 的所 見 「細 胞 多 キ下 極 部 ノ腫 膓 ノ・基 底組 織 ト

シ テ薄 壁 ノ 血 管及 毛細 血 管 ア リ大 キ 角性 細 胞 ノ・間 質

組織 ナ ク シ テ 密 二隣 接 ス 腫 瘍 ハ厚 キ 結 締織 二包 マ レ

隣 接 部 ノ腎 組 織 ノ・歴迫 ニ ヨ リ萎 縮 セ リ。腎臓 組 織 ノ寝

潤 ハ験 見出 來 ナ イ。即 副 腎 腫 二相 當 ス ル モ ノデ アル。

上 極 部 ノ所 見 ノ・結 核 二相 當 ス。

上 述 ノ2例 二 於 テ ハ 結 核 菌 ノ 詮 明 ト斯 ノ如 キ場 合 力'

少 イ爲 誤 診 セ ル モ ノデ ア ル が 腫瘍 二 於 テハ 血 尿 ・・間

歌 的 二起 ル 叉 腎 臓 部 二 於 ケ ル痒 痛 ノ・腎 腫 ヲ暗 示 ス ル

モ ノデ ア ル。 「阪大 小 澤 外 科 露 原 抄)

産 婦 人 科 「グ レ ンツ ゲ ビー ト」二於 ケ ル結 核

Prof.Dr.F.Schultze・Rhonhofu.Pro£Dr.K.

Hansen:(Mschr.Geb.u.Gyn.Bd.100.Heft415.

S.265.1935)

肺 結 核 卜妊 娠

此 ノ方面 二於 ケ ル 報 告 ノ・最 近 外 國 ニノ・時 々見受 ケ ル

ガ本 邦 ニ ノ・非 常 二少 イ。

Braeuning・ ・多数 ノ患 者 二就 テ、 研 ペ テ居 ル カ・、彼 ノ

研 究 ノ債 値 ハ、ソ ノ数 ヨ リモ寧 ロ、 結 核 妊 婦 及 ビ、結

核 褥 婦 ヲ取 リ扱 ツ テ居 ル鮎 ニ ア ル。彼 ノ・是 等 多藪 ノ患

者 二就 テ、 ソノ経 適 ヲ秩 序 正 シ ク、 叉 「レ ン トゲ ン」學

的 二観 察 シテ 居 ル ノ ミナ ラズ、 妊 娠 前 カ ラ、 妊 娠 中、
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,

妊 娠 後 《・ト、順 次 ソ ノ絶 過 ヲ見 テ居 ル。 叉 彼 ハ 特 殊 ノ
　

荊型ガ、叉妊媛中ノー定 ノ時期ガ妊娠 ヲ通 ジテ匙行 ヴ

テ行〃カ、或ノ・妊娠中二駁病又ハ再燃 ツタ紹核 ガ特 二

悪性デア'レカ,コ ノ=ッ ノ問題 二注意 ヲ向ケタ。 ガ併

シ噺定的ノ結論 ヲ得リレ昌ハ到 ラナカヅタ。非活動性紹

核ガ増悪 シタノハ活動性締核 二比較 ンテ決 ヴテ少〃

ハ無イが、兎二角、紹核患者ハ庸後牛ク年内二特 二懇

化ヴタノノ・事實デアル。 昨年Palmerモ 同梯ナ事 ヲ

云 ソテ居ル・ 病型二就 テハ何篠紹論 ヲ輿^ズ ヴテ・

「ソノ匠別が困雛ヂアル ノミナラズ
,屡 亀混合型 トヴテ

來'レ。渡潤型 ガ特7二進行性デアIVト 云フ事へ 何モ妊
の

娠 中 二 限 ツタ峯 ハナ イ。 空洞 ガ ア ツ テ モ,ソ ノ大 小 ニ

ハ無 關 係 デ、 唯 、璽症 患 者 焼 受胎 ス ル事 ノ少 イ ノハ事

箕 デ ア ル。」b云 ヅテ、居rV。Brindeau,Kourilsky=由

レバ、 妊 娠及 ビ分 娩 ハ 結 核 ノ 経 過 二常 二 悪 影響 ヲ奥

^ 、 特 殊 ノ 型 二 於 テ ノ ミ、 増 悪 ス ル ノデ ハ ナ イ ト。

Pottenger・ ・悲 観 論 者 デ、妊 娠 中 二結 核 力●進 行 ス ル種

種 ノ因子 ヲ學 ゲ テ居 ル。 伊 大 利 ノDocaハBraeuni㎎

二反 封 シテ.結 核 ガ妊 娠 ノ影 響 ヲ受 ケ ル ノ ノ・特 殊 ナ病

型 二限 ラ レテ居 ル。 即 チ破 壇 性 結 核(乾 酪 性 、空 洞 性.

潰 瘍 性 、潰 瘍 硬愛 性)ノ ・非 常 二堆 悪 ス ル ト云 ツテ居'レ。

是 等 ノ患 者 ノ8殉%ハ 分 娩 後 或 ハ 流 産 後 最 初 ノ年 二死

亡 シ、 ソ レニ反 シテ血 行 性 、 即 チ頓 挫性 結 核.初 蟹 感

染 竈 、 慢 性 再 蟹 性 肋 膜 炎 デ ノ・12.8%ヲ 失 ツタ ニ過 ギ

ヌ ト云 ツテ居,レ。Bovin,Forssnerハ15年 間 デ21 .3

%ト 云 フ死 亡奉 ヲ 出 シテ居 ル が、 ソ ノ中、 活 動 性 、
の

進 行 性 結 核 ノ・129人 デ、 中41例 ヲ分 娩 後 最 初 ノ1ケ

年 二失 ツ テ居 ル。 英 國 デ ・・Pottenger.Cr㏄keちOrn-

stein,Kovnat等 ノ研 究 力●見 ラ レル。Crocketハ 特 二

悲 観 的 デ、Pottengerト 共 二、 妊 娠 中 、 結 核 力●増 悪 ス

ル原 因 ヲ多数 禦 ゲ テ 居 ル。Ornstein,Kovnatノ ・ソv

二反 シテ、妊 娠 ガ結 核 ヲー定 ノ規 則 ノ下 二増 悪 セ シメ

ル事 ノ・無 ク、死 亡 シタ患 者 ノ・全 部 乾 酪 性 肺 炎 ノ形 ヲ・ト

ツ 元居 ル ト報 告 シテ居 ル。妊 娠 ノ結 核 二悪 影 響 ヲ及 ボ

ス原 因 トシテ、Pρttengerノ ・減 少 セ1レ 「リパ ー ・ビ」量
、

培 加 セ ル 「コ レス テ リ ソ」量 、 「ナ トリ ウム」、 「カル シ

ウム」代 謝 ノ髪 化 、横 隔 膜 ノ位 置 等 ヲ學 ゲ テ居 ル が、

.。ソ ノ他 、 妊 娠 中 ニノ・「ツ ベ ル ク リ ン、ア ネル ギー」が ア

リ、妊 婦 「ツ ベ ル ク リ ン」陽 性 者 ノ・非 妊 嬬 ノ牛歎 シ ヵ無

イ ト云 ツテ居,レ。Gasparriハ11名 ノ結 核 妊 嬬 ノ人工

的 中絶 前後 二於 ケ ル全 「リポ イ ド」量 ヲ測 定 シテ居 ル。

Sata・ ・血 清 中 ノ 殺 菌 力 ヲ 測 定vテ 、 妊 婦 ニ ノ・、 ソ ノ

減 少 シテ居Jレ ノ ヲ認 メ タ。CaffaraUK).iCavagninoハ
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●

血色棄量ノ減少、淋巴球減少、大翠核 白血球増多、増

進セル血液沈降速度、 白血球像 ノ左方穆動ヲ以テ、診

噺及 ど豫後剃定 ガ出來ルト云ツテ居,レ.

i次二問題 トナlv1ハ 結核妊嬬二封スル最モ適切ナ治

療及ビ見 ノ生命デアル。.、

C墾㏄ketノ 報告 ヲ見ルb、 妊娠が結核 ヲ場悪セvメ ル

事ハ事實デ、彼 が治療 トシテ.人 工的中絶ヲ行 ツタ妊

嫌・・線テ重症 ノモノデアツタ。Braeuning・ ・早期ノ.

人 工的妊娠中絶 が放置Pタ 暑合 ヨリ、死亡スル事ノ少
　

イ ノ ヲ 見 テ 居 リナ が ラ、爾 ホ 敢 テ 彼 ハ 人 工 的 中 絶 ヲ推

爲 シ テ 居 ナ1。Pottenger,Crocket,Maxwell,Duca,

Brindeau,Ru.S.K6urilsky,Moenckebergノ ・人 工 的

中 絶 ヲ推as・yテ 居IVb'、 ソ レ ハ3、4ケ 月 迄 二行 フ 可
の

キモ ノデ アツ テ、 相 雷注 意 シテ、出來,レ ダ ケ制 限 セ ネ

メ ナ ラ ヌ ト説 イ テ居 ル。 帥 チ、Brindeau及 ビ彼 ノ共

同研 究 者 ノ・氣 胸 術 ノ 出來'レ時 ・・中 絶 ヲ噺 念 シ、Duca

モ亦 結 核 ノ初 期 ニ ノ・行 ツテ居 ラ ヌ。 他 方 、Brindeau,

RiCkers,Battigelli,Longo.Bovin,MacDowell,

Porttew等 ノ権 威 ・・胎 見 ヲ、 ソノ マ ・二保 ツ テ、結 核

ヲ治 療 ス'レ檬 、力 訊 シテ居Jレ。Blisnjanskaja,Lararevic

ハ59名 ノ菌 ヲ喀 出 ス'レ 患 者 二氣胸 術 ヲ行 ツタ所 、29

名 ハ菌 ザ 出 ナ クナ リ、8名 ノ ミカ●培 悪';1タn叉 妊 娠 中

絶 ノ適 慮 アiV36名 ヲ、 ソ ノマ ・放 置 シタ ラ、 ソノ中

6名 ガ壇 悪 ・Yタニ過 ギ ナ カツ タ。B《⊃quistノ・以 前 二胸

廓 成 形 術 ヲ行 ヅ タ患 者 が妊 娠 シタ ノ ヲ見 テ居 ル。妊 娠

中 モ産 褥 モ、別 二肺 臓 二髪 化 ヲ來 サ ナ カ ツ タ が、 分娩

後1年 デ罹 患1・y、ス グ治 癒 シ タ例 ヲ報 告 シ テ居 ル。

結 核 ヲ有 ス ル母 親 ハ永 イ期 間 、哺 乳 ヲ嚴 重 二制 限 セ ネ

バ ナ ラ ヌ ト云 フ事 ハ昔 カラ傳 ヘ ラ レテ居,レ が、之 二封

ス ル反 封 論 ノ 出 タ ノハ、 ソ ンナ ニ 古 イ事 デ ハ ナ イ。

Maxwe皿 ハ現 在 モ 爾 ホ 古 説 ヲ 持 シテ キ'レカ●、Braeu・

ningハ 別 二哺 乳 ノ危 険 ヲ謹 明 ・yテ居JVワ ケ デ ハ無 ク、

母 親 ノ授 乳 ヲ 制 限 ス ル ト云 フ基 礎 モ 持 ツ テ居 ラ ヌ。

Battigerliハ 少 ク トモ、 母 親 二悪 影 響 ノ・無 イ ト云 ツテ
　

居 ル。哺 乳 ガ 見 二悪 影 響 ヲ與 ヘ ル ガ否 カ ト云 フ事 二就

テ ノ・、 二 榛 ノ説 ガ ア'レ。 併 シ傳 染 ス ル トス レバ、ソ レ ●

ハ母 乳 ヲ通 ジテ"ノ ・ナ ク.鮎 滴 感染 叉 ハ 接 鱗 感 染 デ ア

'レ。Braeuningノ ・13名 ノ乳 見 ヲ開放 結核 ノ母 親 カ ラ

哺 乳 セ シ メ テ、結 核 デ1名 モ 死 亡 シ テ居 ラ ヌ ノ ヲ報 告

シテ居 ル。 兎 二角 、吾 人 ハ 見 ガ分娩 後、 結 核 感 染 ヲ マ

ヌ ガ レ,レ爲 「8、 汎 ユ)V手 段 ヲ講 ズ 可 キ ザ當 然 デ ア ラ

ウ。Braeuning,Palacios,Nicano・Eseardo等 ノ・、見 ハ
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ソ レ向身 立 振 ナ個 禮 デ ア ル カ ラ,見 自身 二由 ツテ運 命

ハ支 配 サ レ'レt'設 イ テ居 ル。 唯Ducaノ ミハ之 昌反

封 シテ、 重 症 患 者 ノ見 ハ繍 テ,分 媒 後 最 初 ノ月 二死 亡

シ テル}ル ト叫 ソ デ原わレ。

先 天 性結 核 ・・稀 デ ア,レ.Palacios・ ・126名 ノ結 核 母

親 カ ラ生 レタ 見 二1例 ヲ得 テ居'レ。Maxwellノ ・罹 患

it)v母 親 ノ4096二 胎 盤 カ ラ菌 ヲ醗 明 シタ が、 之 ハ何

等 、 ソノ置 明 二 ・・ナ ラ ズ、彼 ハ寧 ロ先 天性 結 核1存 在

ヲ疑 ツ テ居 ル。 同 ジ ク、Chimentisモ 亦,8名 ノ罹 患

母 親 ノ見及 ビ胎 盤 カ ラ菌 ヲ瞳 明 シ ヨ ウ トシタ が、陰 性'

二 終 ツ タ。 ..ゲ,

肺 結 核 卜月 纒

肺 結 核 ト 月 経 ト ノ 關 係 二 就 テ へBourgeois,deJes・

ensLy,Lagaillarde,Artagaveytia,Anido,Benedetti,

Krreeh,Smel。viits,Castel1。 ノ報 告 ガ ア,レ.Artaga.
ゆ

veytia及 ビ彼 ノ共 同 研 究 者 ・・結 核 患 者 ノ・月経 週 期 二

墾 化 ヲ來 シ、就 中、無 月 経 ヲ起 ス事 ヲ報 告 シテ 居 ル。

ソ シテ、結 核 ノ治 療 二由 リ輕 快 ス ル事 ヲ訊 イ テ居 ル。,

Benedettiノ ・肺 二活 動 性 機 縛 ア'レ患 者 ノ牛 鼓 二於 テ、

月経 中、 或 ノ・月 経 前 二、盟 温 ノ上 昇 アル事 ヲ報告 シ、

之 ・・黄 禮 「ホ'レモ ン」二由,レb云 フ テ居lv。Bourgeois,

Jesensky,Lagaillardeノ ・月経 時及 ビ、 月経 後 ノ量 熱

ノ・常 二活 動 性 ノ徴 候 デ アル が、月経 前 ノ盤 温憂 動 ハ疾

患 二 ・・無 關 係 デ アル ト報 告 シテ 居 ル。月 経 困 難 二於 ケ

ル苦 痛 ノ・豫 後 ヲ不 良 ナ ラ シ メ ル。多 ク ノ権 威 ・・無 月 緯

ヲ能 動 性 及 ビ受 動 性 二分 チ、前 者 ハ肺 疾 患 二常 二惑 影

響 ヲ與 ヘ ル ト云 フテ 居,レ。 叉 或,レ 研 究 者達'・、 「フ オ

リク.リ ソ」へ 結 核 ノ豪 展 ヲ促 進 シ、 増 悪 セ シメ'レ ト

云 ヒ、Castelloノ ・月経 前 、月纒 中 二 「ツ ベ'レク リ ソ」皮

膚 反 磨 ヲ 研 べ、 「ア レル ギー 」二箋 化 ノ無 イ ノ ヲ見 テ

居 ル。

乳 腺 結 核

乳 腺 結 核 ノ・稀 デ ア'レ。Maxwell・ ・多数 ノ原 登 性 、 及

ビ績 螢 性 乳 腺 結 核 ヲ 見 テ 居,レ が多 ク ハ 妊 娠 二合 併 シ

テ居'レ。Lee,Floydモ 稀 タ●ト 云 ツ テ居'レ。 普 通 ・・一

側 二、 男 女 ノ別 ナ ク來,レ が、勿論 女 性 二 多 イ。 始 メ カ

ラ診 断 ノッ ク事 ノ・稀 デ、 多 ク ハ腺 腫 、或 ノ・癌 腫 ト誤 ラ

レル。 治 療 ノ・手 術 ノ ミデ、「レ ソ トゲ ン」ノ・目下 研 究 中

デ ア ル。 併 シ初 期 ニ ハ コ ノ限 リデ ナ イ。

(名 馨 大 産 婦 人科 黒 川 不 二 男 抄)

子 宮 頸 部 ノ結 核

VirgilS.Counseller,M.D.,andDona且dC.Collins,
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子 宮 頭 部 結 核 ハ極 メテ稀 有 ナ ル疾 患 ニ ン テ、リス フ ラ

挫 ガ初 メ テ報 告 セ シ以 來b多 ク ノ箪 者 二9リ 種 々報

告 が試 ミラ レテ居,レ。 殊 ニ ゲ イ,レノ古 典 的 特 書 「女 子

生殖 器 ノ結 核 」ハ有 名 デ ア,レ。1853CV・;ハ'レ ド,レフ、

ウ わ レヘ ウモ詳 細 ナ ル記 載 ヲナ セ リ。フ リー ドレ ン デ

ル ハ原 獲性 頸 部 結 核 ヲ報 皆 シ、有 名 ナ ル ロ キ タ ソス キ

ゴ,之 ヲ反 駁 ・y、ヒ,塑 ・,レb之 二帆 セ リ。1879年 コー

ソハ イ ム ハ頸 部結 核 ハ結 核 二 雁 患 セル 配 偶 者 トノ交

接 ニ ヨ リ容 易 二 起 ル ト俄 表 シ、1883年 ヴエ,レ 翼 イル

之 二讃 セ リ。同年 バベ ス ハ 該 患 者 ノ腔 分 泌 物 ヨ リ結 核

菌 ヲ謹 明 セ リ。グヴ イ ス ハ外 科 的 二切 除 サ レタ]v1200

個 ノ子 宮 頸 部 ヲ 検 索 シ、 共 中777個=於 テ 炎 性 愛 化

ヲ認 メ、結 核 性 ナ)vハ 僅 カニ其 中 二1例 見 タ ル ノ ミ。

共 他25例 二於 テ癌 腫 性 ナ,レヲ認 メ4。 ベ イ ア ノ・1901

年 文 厭 二 記載 セ ラvs)v68例 二於 テ 明 ラ カナJレ原 駁

性 ノモ ノ2例 ヲ蛮 見 ・;1、ムー アハ1919年 文 厭 二報 告

セ'ラL1タ ル170例 中20例(11.7%)ノ 原 壁 型 ヲ見 タ ト

言 ヘ ル モ、ハ リス ハ眞 二原 搬 性 ナ,レモ ノノ・其 レ ヨ リ遙

カニ 少徽 ナ リb言 ヘ リ。 頸 部 結 核 ノ・少 ク トモ85%二

於 テ人 髄 ノ他 部 分 ノ結 核 二績 蟹 ス ル モ ノナ リ。吾 々'

槍 索 セ ル108例 二於 テ ノ・共78%二 於 テ 生 殖 器 系 二結

核 ヲ併 蜜or居 り、 然 カモ其 績 顎性 頸 部 結 核 ノ85%二

於 テ肺 結 核 ヲ認 メ タ リ。

女 子 生埴 器 ノ各 部 位 二 於 ケ ル 結 核 感 染 ノ 頻 度 ハ次 ノ

醐 レ 順 序 二 減 少 ス ル。 即 チ輸 卵管 、 子 宮 内膜 、 頸

部 、 膣 、 外 陰 部 、マー フイ ノ言 ヘ ル如 ク頸 部 ノ原 螢 性

結 核 ナ ル モ ノノ・結 核 二羅 レル 配 偶 者 トノ 交 接 ニ ゴ リ

起 ル上 昇性 傳 染 ナ ラザ ル 可 ラズ。 併 シ死 ヒー プ ス,ス

カ ンツ ヲ 三・・之 ヲ否 定 セ リ。次 二頸 部 結 核 ハ頸 部 癌 腫

ト誤 マ ラ レル故 二、癌 腫 トノ鑑 別 ハ重 要 ナ リ。 著 者 ハ

詳 細 ナ'レ共 ノ鑑 別 表 ヲ掲 ゲ テ居 ル カ●拉 ニ ハ省 略 スル 。

頸 部 結 核 ハ4型 二分 類 サ レル。 即 チ1)潰 癌 型 、2)

乳 虜 型 、3)粟 粒 型 、4)細 菌 性 加 答 見型,併 シ頸 部

結 核 ノ病 竈 ノ・一 般 ニ ハ 極 メ テ 複 雑 ナ ル 外 観 ヲ呈 ス ル

モ、 普 通 潰 瘍 トナ リ、其 傷 縁 ハ明 瞭 二匠 劃 セラ ル ・力

或 ハ穿 掘 サ レテ居 ル。共 周 園 ハ正 常 組 織 叉 ハ結 核 結 節

二依 リ園 マ レ居 ル。顯 微 鏡 學 的 ニ ノ・定 型 的 結 核 結 節 ノ

形 成 ノ・一般 ニ ハ見 ラ レズ シテ、上 皮 様 細 胞 ト淋 巴 細 胞

'非 定 型 的 集 篠 ヲ 唯 一 ノ 診 断 的 根 標 ト爲 サ ザ ル ヲ得
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ヌコト贋 ℃ナψ。

診噺ハ噸 々試験的切除二俄 ゆテノミ可能ナ リ。

頸郁納核 ト艦別 ヲ饗スルモノハ外硫勉ピ昌塵燗二俵

ル頭部肥大,筋 腫性「ポリープJ性 塑化、「アクチノt

コーゼ」徽毒、淋疾、肉腫、癌胆等ナリ。

次二泊療 トシテ、1901年 ベイアノ子宮腔部並ピニ頸

部結核68例 ノ載告ノ中.10例 ハ子宮全摘出術 ヲ施サ

.V、 共7例 ハ完全油億 ヲナセリ。撞爬,頸 郁切除術.

繭側卵巣輸卵管摘出術 ヲ併t施 サv4Zlv1例 ノ・手術

後16ク 月ハ再搬セザtJキ 。11例 ハ期待的二(娩灼法)

治療セラVPtiVモ 典1例 ハ全泊 シ,5例 バー時同復 ヴ

他 ノ5例 ハ却テ堆悪セリト云フ。 ノ・リス、ピシヨソ

プ、マーフイ、 ノイ.等 ノ・腹式叉ハ腔式子宮全摘出術

ハ頚部縞核ノ永久泊億二射 シ最モ期待 シ得ラ〃 ・方

法ナ リト述ペタ リ。勿論之 ヲ行 フ際ニノ・、結核性輸卵

管炎、他部分二於クル進行性結核、著明ナル績蜜性感

染、老人、心臓血管疾患等ノ禁忌ヲ顧慮 シ、叉直腸、

膀胱等 ノ附近組織ザ共二侵サレテ居ル場合ハ手術不

可能ナリ。叉患者ノ盟力ヲモ充分調査 ノ要アリ。佐 々

木ハ「ラヂウム」ハ頸部結核二封 シ良数ア リ.即 チ羅患

組織 ヲ選揮的二遽力二退行愛性セシメ、次イデ、著明

ナル結締織 ノ増生 ヲ促ヌ ト遽ペタリ。

掻爬術ハ健康子宮内膜二該病髪 ヲ蔓廷セシメル怖 レ

ガ存スル故二、極メテ危陰デアル トノイハ言ヘ リ。叉

焼灼法 ヲ見ル可キ債値ナシト言《 リ。豫後ハ用 ヒラレ

タル治療法 ノ種類 ト患者ノ趙力如何二係ルモノナリ.

次 二著者ハ績獲性子宮頚部結核ノー自騒例 ヲ報告シ

テ居ルモ、拉ニハ之 ヲ省略 シ、著者ノ摯 ゲタル纏括ノ

ミヲ抄録 スルコ ト・スル。即チ子宮頸部結核ハ極メテ

稀有ニシテ、其 ノ大部分ハ績壁性ナ リ。今迄文厭二報

告セラVPtJレ 例 ハ恐ラ〃300二 過 ギヌデアラウ。而

ンテ原蟹性ノモノノ・其中35例 二蓮セヌデアラウ。頸

部結核 ヲ正確二診断 シ、癌腫、頸部炎症 ト鑑別スル唯

一ノ正 シイ方法ハ試験的切除アルノミ
.永 久治瘡1ノ最

モ高率 ヲ牧メ得 ル適法ハ根本的外科手術ナ リ。

(名讐大産嬬人科 大澤誠抄)

子宮膣部結核ノ「ラヂウム」治療呂就テ

筑紫重臣:(産 科 ト嬬人科、第4巻 、第1號 、29頁)

從 來子宮腔部結核 ノ治療法 トシテへ 專ラ手術的二子

宮摘 出ヲ施行セラレ居 リタルモ、放射線學 ノ進歩二件

ヒ、該部 ノ照射療法モ長足ノ進歩ヲ途ゲタリ。著者モ

子宮腔部結核二「ラヂウム」照射ヲ行へ)v3例 ヲ有 シ、
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ツ ノ中2例 二於 テハ、照 射 後 ノ鰹 過 ヲ組 織 學 的 昌槻 察

ス)vヲ 得 タ リ。epチ 結 核 組織)'「 ラ ヂ ウ ムJ照 射 二會 フ

トキへ 「プ ラス マ」細 胞 、 上 皮 棟 細 胞 、 圓 形 細 胞 ノ浸

潤 ハ ー屠 著 明 トナ リ、殊 二結 核 結 節 部 二甚 シ。 而 シテ

2」 をzノこ.跳 氏 巨大 細 胞 ハ 恰"ere等1細 胞 ニ ヨ リ幾

重 ニ モ取 り園 レタ,レ像 ヲ呈 ス。巨 大 細 胞 自均 ラ 始 メ圓

形 ニ シ テ共 核 ハ偏 線 性 二整 然 ト排 列 セ シモ ノ が、 「ラ

ヂ ウム」ノ照 射 二會 フ時 ハ 照射 前 二比 シ甚 ダ 著 明 ナ ル

形 態 的 墾 化 ヲ現 ハ ハ ニ至 ル。即 チ 始 メ圓 形 ナ リ シ巨大

細 胞 ハ、 或 ハ不 正 形 、 或 ハ紡 錘 形 ヲ爲 シ 核 ハ偏 緑 性

ナ ル性 質 ヲ失 ヒ テ 雑 然 タ ル 排 列 ヲ ト'レニ 至 リ染 色 不

同、 爾原 形 實 ノ染 色 モ甚 ダ不 同 トナ リ、空 胞 形 成 著 明

ナル 部分 モ認 メ ラ ル。更 二此 ノ巨大 細 胞 ・・全 然 破 壊 セ

ラ レテ殆 ン ド原 形 ヲ留 メ ズ。其 核 ノ形 態 ニ ヨ リテ巨 大

細 胞 ナ リ シ ヲ認 メ得 ル モ ノ ア リ、或 ・・全 然 吸 牧 セ ラ レ

テ跡 二空 隙 ヲ残 シ、僅 カニ残 澤物 ニ ヨ リテ、 巨 大 細 胞

ノ存 在 セ シ ヲ想 像 セ ラ'レ ・部 分 ヲ認 メ ラル。尚 其 ノ外

二著 明 ナ ル現 象 ハ結 締 織 ,小 血 管 ノ新 生蚊 二淋 巴腔 ノ

損 大 等 ニ シテ、此 ノ強 ク新 生堵 殖 匂 レ結 締 織 ニ ノ・庭 々

二石 灰 ノ沈 著 ノ認 メ、一 部 分 二於 テ ・・明 ラ カ ニ核 染 色

二乏 シキ無構 造 ノ硝 子 標 憂 性 ニ オ チ イ しつレヲ認 ム。

倫 ホ著 者 ノ照 射 方 式 ノ・1同10乃 至24時 間、1週 ノ間

隔 ヲ オキ テ照 射 ス ル ヲ原 則 トシ、年 齢 若 キ婦 人 ニノ・繍

照 射 量500mgelhヲ 標 準 ト ・y、閉 経 期 二近 キ婦 人 ニ

ハ纏 照 射 量2000mgelh迄 照 射 ス 。

(名 聲 大 産婦 人科 黒 川不 二男 抄)

中 耳 結 核 ノ耳 用 顯 微 鏡 的 定 型 的 所 見

E.Lifscheru.T.S.Rotmam:TypischeOtoskopische

BefundederMittelohrtuberculose.(Z.Hals.usw。

Heilk.1935.Bd.39.S.10)

中耳結 核 ハ 肉 眼 叉 ハ らレー^」 ヲ以 テ楡 シテ ハ僅 二其
ノ

20-30%シ カ鑑別出來ナイカ●著者ノ・リュシヤーノ耳用

顯微鏡 ヲ用 ヒ、結核患者二於ケル中耳炎50例 及耳二

訴ナキ多薮 ノ結核患者二於ケル臆器 ヲ検査 シタ結果

2ノ 未ダ記載サレテ居ナイ初期ノ定型的新塑化 ヲ蛋

見 シ之 ヲ記載 シテ居ル。'

其1ハ 、鼓膜二於ケル激多ノ結節形成デアル。 コノ・、

シュワルチ嵩ノ所謂多蜜性穿孔ヲ生ズル直前 ノ結節デ

ハナク、僅 二 〇.2-0.5mm径 ノ圓形」又ノ・楕圓形乳白

叉ハ帯黄白色、鼓膜面ヨリ突出シ、光滑ア7レ水泡状 ヲ

呈ス。周園二炎症性獲赤ハ無イ軍登叉ノ・群生ヌ。鼓膜

ノ周邊部 ト中間帯ノ移行部二多イ。数 日後吸敢叉ノ・破

録 鵬

裂 シテ不 明 トナ リ、或 物 ハ消 失 シ テ 白廠 ヲ残 コ ス。 水

泡 性 鼓 膜 炎 ノ水 泡 ハ之 ヨ リ遙 二 大故 直 二艦 別 サ レル。

表 在 性 潰 瘍 性 鼓 膜 炎 トハ似 テ 居 ル。本 愛 化 ハ 眞 ノ粟 粒

結 核 デ ハ ナ イ。「ア レル ギー」性 結 核 菌毒 性 組織 反慮 ト

見倣 ス ベ キ デ ア ル。

其2、 渡 潤 性 壊疽 性 結 核 性 鼓膜 炎 デ、之 ハ 限局 性 斑

状 病 墾 デ 鼓膜 皮 内血 符 ノ・帯 状 二棚 張 シ螺 旋 状 二廻 榑

シテ走 リ蒼 白ナ 鼓膜 上 二著 明 二現 ハ レ,レ。鼓 膜 ノ・後 二

肥 厚 シ黄 金 色 ヲ呈 ジ透 明度 減 少 ス。進 行 セ バ コ ノ血 管

ハ消 失 ジ周 固 二鮎 状 出血 ヲ生 ジ、病 竃 ニ ハ血 管 モ 血液

モ ナ 〃 汚灰 色 豚脂 色 ヲ呈 ハ。 之 が亦 結 核 二 特 有 デ ア

,レ。 コ ノ中央 が 畝損 シ穿 孔 シ、穿 孔 ハ急 激 二廣 ガ リ排

膿 始 マ ル。多 疲 ス ル事 モア リ。 火 傷 、 急 性 傳 染 病 時 二

同檬 ノ壊 疽 性 中耳 炎 ヲ 生 ジ得'レ が 病 歴 デ 明 二鑑 別 ・y

得 。 此 病 墜 ハ 治癒 可 能 デ アツ テ、血 管 二乏 シイ結 締織

デ 置 換 サ レ肥 厚 ス ル。周 国 ノ据 張 シタ血 管 ハ癒 痕 部 デ

念 二消 失 シ叉 ハ倣本 ノ小枝 二分 レル。 以 上 ・・リュシヤ

ニ ノ耳 用 頴 微 鏡 デ ナケ レバ認 識 サ レ ヌ憂 化 デ ア リ、コ

レ丈 デ診 断 シ 得 ル モ ノデ 今 日迄 未 記載 ノ 愛 化 デ ア リ

早 期 診 断 ノ蓮 歩 二寄 與 ス ル事 ガ大 デ ア ル。

(阪 大 耳科 山川 抄)

ホ ー ラ セデ ノ 疑 集 笈 感 呂 ヨル 慢 性 結 核 性 眼 疾 患

ノ診 断

Deiean=Led6pistagedestuberculosesoculaires,
じ

torpidesparlar6aktiond'agglutinationdeHollande

(Arch.d'Ophtalm.52.1935:)

眼 結 核 ノ臨 殊 上 ノ 診断 ノ 困難 ナ コ トノ・一般 二知 ラ レ

テ居 ル コ トデ アル ガ、一 般 二用 ヒ ラ レテ居 ル生物 學 的

反 慮 モ鏡 敏 デノ・ナ イ。シカ シ凝 集 反 感 が確 實 デ ア ル カ

ラ、著 者 ノ・不 確 實 ナ症 例 ニ ホ ー ラ ソデ ノ方 法 ヲ用 ヒ タ

「ア ソ チ ゲ ン」bシ テ ・・Sabourandノ 培 養 基 ノ48時 間

培 養 ヲ用 ヒタ、1瓦 ノ乳 刺 ・・40.000.000ノ 菌 ヲ有 シ

テ居,レ。5倍 乃 至30倍 ノ凝 集 ヲ陽 性 ト シタ.5倍 以

下 ノモ ノハ 陽性 ト・・見倣 サ ナ カツ タ。

,此反 磨 ノ 結 果 カ ラN6gre・Bouquet/iメ チ)レア ソチ

ゲ ン」反 磨 ヲ以 テ治 療 シテ、著 ・:4ta果 ヲ得 タ16例 ノ

眼 疾 患 患 者 二就 テ報 告 ジテ居 ル。特 二著 者 ハ高 度 ノ近

覗 デ黄 斑 部 二 限局 性 愛 化 ヲ 有 ス ル モ ノが 結 核 療 法 ニ

ヨ ツ テ ヨ ク ナ ツ タ コ ト ヲ強 調 シテ居 アレ。

(慶 大 菅 沼 定 男 抄)

結 核 性 虹 彩 炎 ノ臨 淋的 解 割的 知 見補 遺

Bonnet;etColrat:Contribution鉦1'6tudeanatomo・
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cliniquedelatubercul。seinflammatOirede1'iris.

(Arch.d'Ophtalm.52.1935)

石 灰 化 シS淋 巴腺 ト慢 性結 核 性 腎臆 炎 ヲ有 ス ル23歳

ノ患 者 デ、脈 略 膜 結 核 ノ結 果 練 内障 ヲ起 シタ爲 メ ニ嫡

出 シタ。 塩 紘 的経 過 ト シテ ハ右 眼 ハ非 定 型 的 、左 眼 ハ

定 型 的 ノ結 核 性 虹 彩 炎 ガ ア ツ タ。

解 剖 時 ニ ハ淵 蔓 性 虹 彩 炎 ガ ア ツ タ が、毛棟 艦 版 緒 膜 ニ

ハ愛 化 ガ少 ツタ。虹 彩 二於 ケ ル結 節 ハ服 二淋 巴細 胞 カ

ラ出 來 テ、結 核 結 節 ノ戯 ヲ呈 シテ階 タ。 病 竈 ノ融 合 覧

結 節 形 成 ノ傾 向 ノ ア ル コ ド プ ラス マ」細 胞 二害 ン デ

居 ル コ トハ結 核 ノ特 徴 二相 醤 シナ イヤ ウデ ア,レが、淋

巴 細 胞 カ ラ ナ ル 病 竈 ノ 融 合 ハ他 ノ 原 因 二=ツ テ ・・通

常 生 ジ ナ イ モ ノ デ ア ル。(変 大 菅 沼 定 男 妙 ノ

膏 年性 再狡 性 硝子 瞳 出 血 症 ノ原 因 呂 關 ス ル 臨 淋

的 櫨 案

Kokott:KlinischeUntersuchungenUberdieAetiol・

ogiederjeveni且enrezidivierendenGlask6rperhimor・

rhagien(Klin.Monatbl.f.Augh.Bd.94.1935)

最 近 ノノ・イデ ル ペ ル グ ノ學 會 二 於 テ マ ルケ サ ニガ本

症 トThrombangitisobliteransト ノ關係 ヲ 童 表 シタ

カ ラ此 見解 二基 イテ、網 膜静 脈 周 園 炎 ト再 骸性 青 年 性

網 膜 硝 子 饅 出血 症 ノ症 例 ヲ 見 直 サ ナ ケ レパ ナ ラナ イ。

著 者 ・・臨 殊 的 二 定 型 的 ノ 青 年性 再 骸 性 硝 チ膿 出血 症

ヲ有 ス'レ5例 二就 テ検 査 シタ所 、内4例 二於 テ検 眼鏡

的 二網 膜 静 脈 周 固 炎 ヲ螢 見 シ タ。 全 均 的 二Buerger

氏 病 ノ・1例 モ蟹 見 セ ズ。2例 二結 核 がア リ、1例 二結

核 ノ疑 ヒガ アツ タ。他 ノ2例 ニノ・憂 化 ナ カ ツ タ.

網 膜 静 脈 周 園 炎 ノ・結 核 ニ ヨツ テ 最 モ ヨ ク起 り得 ル が、

マル ケ サ ニ ノ實 験 ニハ青 年 性 再 顎 性 硝 干 盟 出 血症 、網

膜 静 脈 周園 炎 ノ・原 因 的 二軍 一 ノモ ノデ ハ ナ ィ コ トヲ

示 シテ 居 ル。(慶 大 菅 沼 定 男抄)

眼 結 核 ノ診 断 卜治 療

Werdenberg;BeurteilungundBehandlungder

Augentuberkulose.( 、Klin.Monatbl.f,Augenheilk.

Bd.94.Beilageheft.1935)

著 者 ハ先 ヅ眼 結 核 ノ診 噺 及 ピ治 療 二就 テ、彼1見 解 ヲ

簡 翠 二述 べ、 ソ ノ後 彼 ノ治 療 シタ 症 例 ヲ 追 加 シ テ居

7レo

彼 ハ諸所ノ學會二於テ此問題 ヲ論 ジテ居ル。而 シテ彼

ノ最大ノ功i績・・眼疾患 ノ際 ノ肺 ノ所見二就テ詳細二

述 ペタコ トデァル。(慶 大 菅沼定男抄)

結楼豫防治療藥A・0ノ 實駿的研究

錬 【第14巻

Schmelzer3ExperimentelLeUntersuchungenmitdem

spezifischenTuberkulosenschutz,undHeilmittel,.A

O".(Klin.Monatbl.feAugenheiSk,94。Bd。1935♪

A・0ソ ノモ ノハ 「モ ル 毛 リ ト」 ノ實験 昌 ロ ツテ モ、 鼻

感 染 性 デ ア リ、 培 養 賀験E陰 性 デ アYタ.

實 験 的締 核ftlvモv卜 」ノ、A・O・ …sツ テ 泊 億 サ セ ル

コ トハ 困難 デ ア ツタ が.豫 メA・0ヲ 以 テ前 膚 置 ン タ

モ ノデ ハ結 核 感 染 二謝 シ テ 比 較 的腹 防敷 果 ガ アソ タ.

A・0ハ 結 核性 眼疾 患 二於 テ 「ツ ベ ル ク リ ン」療 法 ガ鑑

奴 ノ際 二推 奨 ス〃 コ トガ出 來 〃.

(慶 大 菅 沼 定 男抄 ノ

慢 性 葡 萄 膿 炎 ノ結 穫 性 原 因 二就 テ

Markovic:OberdieFragedertuberku16senAetio-

logiederchronischenEntztindungdesUvealtractus・

(Zentralbl.f,Ophth.34.Bd.Heft1.1935ノ

著 者 ノ・先 ヅMellerノ 輕 度 ノ胸 部病 髪 ノ際 ノ種 々 ノ葡

萄 膜 疾 患 ノ 結 核 性 原 因設 ヲ違 べ 「テ ペ プnチ ン:ノ 数

果 二就 テ違 ペ テ居 ル.叉 最 後 二Mellerノ 交 感 性 眼 炎

ノ結 核 訊 二就 テ モ違 ペ テ居 ル。(慶 大 菅 沼定 男 抄)

眼 ノ結 核 腫

Magliano:Tubercolomadeln'㏄cio.t'Zentralbl.f

Ophth.34.Bd.HefL1.1935)

症 例 ハ肺 結 核 ヲ病 ム22歳 ノ男 子 デ アlv.右 眼 ノ外 上

方 部 ノ輩 膜 ニー ツ ノ腫 癌 ガ ア リ。之 二相 雷 シテ眼 内 二

2個 ノ腫 瘍 が ア ツ タ。 ソ ノー ソ ノ・圓 形 デ灰 色 、他 ノー

ツ ・・瘤 状 デ、鮮 黄 色 デ血 管 二富 ン デ居 タ。 脈 絡 膜 ノ結

核 腫 が ア ツタ ノデ ア ル。肺 結 核 ノ方 が次第 二悪 ク ナル

ニ ツ レテ、 他 ノ眼症 状 即 チ軽 度 ノ斜 親 、右 眼 ノ眼 喰 下

垂 が起 ソ タ.

症 状 ガ悪 化 シタ ノデ右 眼 ヲ摘 出 シタ ラ、ソ ノ後 間 モ ナ

ク死 亡 シタ。(慶 大 菅 沼 定 男 抄 ク

眼結 核 ノ治療 二就 テ

C6mez・Marquez:UberdiepraktischeBehandlung

derAugentuberkulose.(Zentralb量.£Ophth.34.Bd.

Heft4.1935)

著 者 ハ先 ヅ結 核 ノ診 噺 、次 イデ結 核 菌 ノ意義 結 核 感 染

ノ頻 度 、 「ツペ ル ク リソ1反 感 等 二就 イ テ違 ぺ、感 染 二

劃 ス'レ個 饅 ノ反 鳳 「ア レル ギ ー」ノ状 態 、 免 疫 トノ●

係 等 ヲ重 要硯 シテ居 ル。,

ソ ノ治 療 法 ハ種 々 二分 レル、著 者 ハ 菌 直 接 ノ作 用 レン

テ ノ・金 製 剤 ヲ用 ヒ タ。間 接 ノ方 法 トシ テ ノ・免 疫 ヲ高 メ

ル ヤ ウナ、 沃 度 、 砒 素 、 鐵 等 ヲ用 ヒ、 伺 ホ大 氣 療 法 、
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圓光 浴 等 モ用 ヒタ.

「アL1ル ギ ー」 ノ状 態 ノ 憂 化 二 ・・「ツ ベ'レク リy」 ヲ用

ヒナ ケ レバ ナ ラナ イ。勿論 此 際 極少 量 カ ラ始 メナ ケ レ

バ ナ ラナ イ。

結 核 菌 二 因 ル破 壊 的 障 碍 ノア ル場 合 ニハ、金 療 法 、 衛

生 的 療 法 ヲ用 フ ベ キ デ ア ル。充 血 、 滲 出物 、 組 織 新 生

等 ノア ル場 合 ニ ハ 「ツ ベ,レク リ ▽」療 法 ヲ行 フ、上 遠 ノ

愛 化 ノ 混 合 シテ オ ル 場 合 二 ・・、 種 々 ノ療 法 ヲ併 用 ス

pV。(慶 大 菅 沼 定 男 抄)

眼結 穫 ト肺 門 淋 巴 腺

Oltmanns:AugentuberkuloseundHilusdrlisen.

(Zentralbl.feOphth.34.Band,Heft8)

眼 結核 ノ 際 二肺 ノ 結 核 性 愛 化 ヲ 見 出 ス コ ト・・稀 デ ア

,レ。断往 症 二於 テ原 病 竈 ト考 ヘ ラ レル ヤ ウナ モ ノヲ見

出 ス コ トハ屡 ζデ ア ル ザ、内 科 的検 査 二於 テ ・・他 ノ臓

器 ノ結 核 ヲ詮 明 ス ル コ トハ殆 ン ドナ イ。

然'レ ニ 「レ ソ トゲ ソ」検 査 ニ ヨ ツテ ・・屡 ζ腫 大 シタ叉

ハ石 灰 化 シタ肺 門 淋 巴腺 ヲ壁 見 ス'レ。

之 二反 ジテ肺 結 核 ノ際 ニ ハ眼 結 核 ヲ見'レ事 ・・少 イ。然

シナ が ラ眼 結 核 ノ 際 ニ ハ身 盟 ノ 何 虐 ニ カ 結 核 性 愛 化

ガ ア ツテ 、眼 が二 次 的 二侵 サ レタ ト考 ヘ ナ ヶ レバ ナ ラ

ナ イ。 肺 臓 ヤ 他 ノ臓 器 二結 核 ノナ イ80ノ 屍 鵤 二就 テ

肺 門 淋 巴 腺 ヲ検 査 シタ所 、コ ・二陳 薄性 ノ又 ・・活 働 性

ノ病竈 ヲ多 数 二腰 見 ジタ。

著 者 ハ 以上 ノ 事 實 カ ラ 次 ノ 結 論 ヲ下 ジテ居 ル。 若 年

期 二治 癒 シタ 第 一 次 感 染 ハ 肺 門 淋 巴腺 二 於 テ タ"稀

レ ニ詮 明 サ レ;レ。殆 ン ド凡 テ ノ人 ・・18歳 乃 至40歳 二

於 テ再 感 染 ヲ受 ケ、コ ノ角}メ ニ肺 門 淋 巴 腺 二髪 化'が竣

ル ノデ ア ル。40歳 以 後 ニ ナ ツ テ 外 部 カ ラ ノ第2同 再

感 染 が起JV。40歳 以 上 二於 テ ノ・盟 内 的再 感 染 モ起 ル。

之 ハ第1同 ノ 外 部 ヨ リノ 再 感 染 シタ モ ノ ・再 號 デ ア

ル。 結 核 二感 染 シ易 ク ナ ル ノニ種 々 ノ時 期 が ア,レ。第

1期 ノ・出生 ト共 二始 マ リ18歳 マテ「績 ク、 感 染 ノ機 會

ノ最 モ 多 イ ノハ12歳 以 前 デ アJV。 第2期 ・・18歳 二始

マ リ50歳 二絡 ル。此 時 期 ガ所 謂 再 感 染 ノ時 期 デ ア ル。

第3期 ハ 約45歳 二始 マ ル。 伺 ホ高 年 二 於 テ ノ・ヨ リ第

4ノ 時 期 が ア ル ダ ラ ウ。著 者 ノ・眼結 核 二封 ス ル肺 門 淋

巴 腺 ノ關 係 カ ラ 眼 結 核 ノ・10歳 カ ラ40歳 ノ間 二生 ジ、

又50歳 乃 至60歳 二於 テ多 ク蟹 スJt/コ トヲ知 ツ タ。肺

門淋 巴 腺 二活 働 性 ノ 病 竈 ヲ 有 ス,レ 年 齢 ノ人 二眼 結 核

ガ多 イ カ ラ 原病 竈 トジテ ・・肺 門 淋 巴腺 ヲ考^ル コ ト

ガ出來,レ。(慶 大 菅 沼定 男 抄)

録 %5

納 穫 性 虹 彩 毛檬 咀 炎 ノ 際 ノ 自豪血 液前 房 内注 入

ノ 自己纒 臓

Meta:MeineErf曲rungmitderAutohamatothむrapie

dervorderenKammerbeituberku16serIridocyclitis.

(Zentralbl.f.Ophth.34.Bd.Heft8)

著 者 ハ12例 ノ結 核 性 虹 彩 毛標 髄 炎 デ、前房 内 沈降 物 、

前房 水 潤 濁 、硝 子 胆 掴 濁 ヲ有 ス ル モ ノ ニ血 液 前男 内注

入 ヲ試 ミタe但er内1例 ハ 治療 績 行 ヲ 担 絶ersカ ラ

此 内 カラ除 イ タ.他 ノ症 例 デ ハ敷果 ガ ア ツテ沈 降 物 ハ

消 失 シタ。新 生 シタ 前房 水 ・・透 明 デ ア ソタ。 シ カ ヴ硝

子 胆 潤 濁 ニ ハ影響 ナ カ ツタ。血 液 注入 以外 二食 餌療 法

ノ ミ ヲ行 フ タ4例 デ ・・敷果 ヲ得JVコ ト困 難 デ3-4回

ノ注 射 ヲ必 要 ト シタ が、金 製 剤 「ツ ベ ル ク リ ン」療 法 等

ヲ併 用 シ タ他 ノ症 例 デ ハ、 唯2-3回 ノ注 入 デ充 分 デ

ア ッ タ。(慶 大 菅 沼 定 男 抄 ♪

「テ ペ プ ロチ ン」結 膜下 注 射 ニ ヨル 結 楼 性 眼 疾 患

ノ診 断 及 ビ治 療

Krass6:DiagnostikundBehandlungtuberku16ser

ErkrankungendesAugesmittelssubconjunktivaler

Tebeprotininjektionen(Zeitschr.f.Augh.85.1935)

結 核 性 眼疾 患 ノ 診 断 治 療 ノ 困難 ナル コ トハ 周知 ノ事

實 デ アル。 眼 二於 ケ ル 局 所 的 過 敏 性 ノ・全 均 ノ ソ レ ト

ZF行 ス ル モ ノデ ・・ナ イ。之 ハ動 物 實験 ニ ヨ ツ テモ確 メ

ラ レテ居 ル。

ソ レ故 眼 ノ 「ア レル ギー」 ノ検 査 二・・「テベ プ ロチ ン」

ノ球 結 膜 下 注 射 ヲ行 フ ノが ヨ イ。

此 診 断 的 注 射 ノ・叉 治 療 的 ノ作 用 モ アツ テ、充 血 ノ著 明

ナ清 退 、浸 潤 物 ノ吸 牧、 前房 水 潤 濁 ノ消 失 、虹 彩 ノ充

血 、 腫 脹 ノ減退 、硝 子 盟 潤 濁 ノ輕 減 等 ヲ來 タ ス。 此 治

療 的 数果 ・・結 膜 ノ反 感 ノ強 サ トハ關 係 ナ イ。病 竈 反 慮

ノ・見 ラ レナ イ。 皮 内 注 射 デ 陽性 ニナ ル 量 ヲ結 膜 下 二

注 射 ス,レ ト、眼 が健 全 デ アツ テモ病 的 デ アツ テ モ共 二

陽 性 二 出'レ。

著 者 ノ・結 核 性 眼疾 患 ノ診 断 、治 療 二 「テ ベ プ ロチ ン」ノ

結 膜 下注 射 ヲ用 フベ キ デ ア ル ト結 論 シテ居 ル。

(慶 大 菅 沼 定 男 抄)

結桟 冤 疫 欺 態 測 定 法 トシ テA・Oノ 白血 球 籔=及

ボ ス影 響 二就 テ

Tertsch:Ob』rdasVerhaltenderLeukozytenzahl

unterEinflussdesjapanischenTuberkuloseantigens

AOalsMethOdezurBestimmungderImmunittits-

verh51tnisse.(Zeitschr.f.Augh.Bd.85.Heft516)
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A・Oべll射 直後 二 血 液rll血 球 像 ヲ検 べ、 縮 核 性 病 座

ノ有 無及 ビ、ソ ノ活 動性1程 度 ヲ噺 定 ス ル所 ノeti川 氏

法 ヲ追 試 シ タ。

著 ～駈 ・璽 症 ノ活 動性 ノ 結 核 ノ掲 倉 ニハ 防禦 力 が低 下

シテ、此 反 慮 が陰 性 二出'レ事 が ア,レコ トヲ考慮 二置 〃

ナ ラバ、 本 方 法 ・・川 フ'レニ足'レ ト逓 ペ テ 居'レ。

(慶 大 菅 沼定 男抄)

紅 斑 性 狐 瘡 ノ際 ノ結 核 性 服 絡 膿 炎 二就 テ

Bergmeister:ZuDr.PillatsVortrag:Oberdus

Vor'kommenvonChorioiditistbc.beiLupus{,rythe・

matodes.(Zeitschr.f.Augh.86.Bd.1935)

ビ ラー が 紅 斑 性 狼 癒 ノ際 二 結 核性 脈 絡 膜 炎 ノ來'レ コ

トヲ報告 シタ ノデ、 者 者 ノ・前 二報 告 シタ コ トノ ア,レ

4..症 ノ際 ノ綱 膜 ノ粟 粒 結 核 二就 テ述 べ テカ4',レ。綱 膜 ノ

所 見 トシテ ハ 綿 ヲ 切 ツテ 散 ラ シタ ヤ ウナ モ ノ デ ア ツ

タ。(慶 大 菅 沼 定 男 抄)

紅 斑性 狽 瘡 ノ際 ノ眼 底 所 見

Piilat:FundusbefundebeiLupuserythemat`,sus

(Zeitschr.f.Augh.86.Bd.1935)

48例 ノ紅斑 性 狼瘡 患 者 ノ 眼 底 ヲ 散 瞳 ノモb二 精 シク

検 査 シタ。10例 二於 テ ソ ノ周 邊 部 二 脈 絡 膜 病 竈 ヲ認

メ タ。 此 愛 化 ハ14例 ノ・癒 痕 デ2例 ノ・新 鮮 ノ モ ノ デ ア

ツ タ ガ、何 レモ結 核性 ノモ ノニ類 似 シテ居 ル カラ著 者

ノ・此 際 ノ脈 絡 膜 ノ攣 化 ヲ結 核 性 ト考^'レ ト。

(慶 大 菅 沼 定 男 抄)

種 々 ノ眼 疾 患 ノ細 菌 的 原 因

Meller:UberdiebacilltireAetiologieverschie-

denerAugenkrankheiten.(AbhAugenheilk.H.18)

血 液 培 養 ノ結 果 ガ陰 性 デ アツ テ モ、菌血 症 バー 過 性 デ

ア'レ カ ラ、 之 ヲ以 テ 結 核 性 ノ 原 因 デ ナ イ トノ・云 ヘ ナ

イ。 繰 リ返 ヘ シテ楡 査 ス,レ ト陽 性 ニ ナ ル コ トが ア'レ。

コ ウ云 フ ヤ ウニ シテ検 ベ タ ラ508例 ノ内68例 ガ陽性

デ ア ツタ。

交 感 性 眼 炎 デハ63%、 外 傷 叉 ・・手術 後 ノ虹 彩 毛様 禮

炎 デノ・20.8%陽 性 デ ァ ツ タ.

網 膜静 脈 周 園 炎 ノ11例 ノ・皆 陰 性 デ ア ツ タ.球 外 覗 紳

経 炎 ノ3例 二於 テ、ソ ノ腰 脊 髄 液 ノ検 査 ノ結 果 が陽 性

デ ア リ。ソ ノ液 ニ ヨル 動物 實 験 モ陽 性 デ ア ツ タ。 血 液

培 養 デ ノ・此 内唯1例 が陽性 デ ァ ッ タ。

著 者 ハ血 液槍 査 ノ結 果 が陽性 デ ア ツ テ モ、之 ハ眼疾 患

ガ結 核 性 ノモ ノデ ア ル ト 云 フ 詮 櫨 二 ・・ナ ラ ナ ィ コ ト

ヲ圭 張 シテ居'レ。(慶 大 菅 沼定 男 抄 ノ

餓 【第14巻

原酸性結核性輩角腹炎ノ1例3就 テ

臨1休並二組織蝸的所見

氏像正雄:(實 験眼科雑諦b第18年168)

著者 ノ・原搬性結核性鍛角膜炎 ノ1例 ヲ剖検 ン、ソノ所

見及ビ之焔 ノ丈獄 カラi欠ノ如 〃結論Vテ 居ル。

(1ノ 原螢性紹核性翠角膜炎ハ好 ソデ若 イ女子ヲ侵ス

が、時 二青年 ノ男子ヲモ侵ス所 ノ疾患デアツテ、前毛

標血管 ノ輩膜 ヲ穿通ス'レ附近二顎スルコトガ多イ.而

erテRankeノ 所 謂第2期 二於 テ螢現スルコト屡 げ

ア'レが、時 二第3期 二於テt之 ヲ認 メラlv・ コトア

リ。

(2)病 瑠 ノ躍膜表層中二原吸スル時ノ・上牽膜炎 ノ症

状 ヲ是シ、種 々ノ形態 ヲ呈スル隆起物 ヲ生ズ。

(3)翠 膜 二病竈 ノ初fi・7、角膜 二向ソテ移行ス'レ場合

ノ・角膜輪部二接 シ、舌状叉 ・・三角形 ヲ呈 シ、 ソノ尖端

ヲ角膜中央部二向ケ進行ス'レモノ多ク、v・Hippelノ

分類ニヨJV第4型 ノ症状 ヲ呈ス'レモノガ多 イ。

(4)輩 膜深層二病竃 ノ原蟹 セル場合ニノ・角膜二病璽

ノ進行ス,レニ從 ツテ、角膜全般 二恰モ角膜實質炎二見

ルヤウナ梱濁 ヲ生 ジ、病竃二近 ク角膜輪部 カラ濃イ舌

状叉ハ三角形或ハ不正形ノ掴濁ヲ生ズルコトが多イ。

(5ノ組織學的二・・病竃ニー致yテ 、圓形細胞 ノ浸潤

「プラスマ」細胞淋巴球、多形核細胞等 ヲ存 シ、共間多

数ノ巨態細胞ヲ認 メ、叉往 々乾酪標愛性 ヲ見ル。

(6)原 螢性結核性輩膜炎二於テハ、圭 トシテ病竃附近

ノ組織 ヲ侵スカ●、 時二脹絡膜、網膜等 ニモ病愛波及

シ、種々ノ愛化ヲ呈メルコトがアツテ、是等ノ愛化モ

略 ㌃前眼部 ノ所見二類似ス,レ。(慶 大 菅沼定男抄)

眼結核治療冤疫元A・0ノ 治療敵果二就テ

片5誠 一:(實 験眼科雑誌・第18年172♪

著者ノ・阪大眼科患者1235例 二就 テ統計的観察 ヲ試 ミ

タ。

結核性眼疾患 トシテハ結核性眼瞼結膜炎、温疹性角膜

炎、角膜實質炎、硬化性角膜炎及ビ葦膜炎、結核性虹

彩炎、網膜硝子盟出血等 ヲ選 ンダ。

(1)是 等疾患 ノ治療 ニアタリ、A・O特 殊療法 ト年齢

トニ關 シテノ・'VOハ 常 ハ有敷デアツテ、年齢ノ如何

ヲ問・・ズ、高率 ノ恢復車 ヲ示 シタ。

(2)A・0注 射回薮 ト結核性眼疾患ノ恢復卒二關シテ

ハ注射同数 ヲ重 ヌ,レ程奏数率亦大デアル。

(3)種 々ノ眼結核 二於ケルA-O特 豫療法 ノ奏数李ハ

匿 々デアッテ、最モ敷果確實ナルモノカラ列學 スレバ
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o

次 ノ如 〃 デ ア ル。 即 サ

結 核性 虹 彩 毛糠 盟疾 患 、 灘 疹 性 角 膜 疾 患 、硬 化 性 角膜

及 ピ輩膜 炎 、 角 膜 實 質 炎 、網 膜 謂 子 禮 出血 、涙 器 疾 患 、

交 感 性 眼 炎 等 ノ 順位 デ アツ テ 唯 結 膜 眼喰1結 核 性 疾

患 二於 テハA・Oノ 敷 果 ヲ殆 ン ド認 メ 得 ナ カ ツ タ。

(4)パ リノー 氏 結 膜 炎 、 内外 眼筋 麻 癖 、結 核性 限 局性

謄膜 炎 等 二於 テ へ 症 例 少 イ爲 メ ニ、碗 實 ニ ソノ数 果 ヲ

批 判 ス ル コ トハ 出來 ナ イ ガ 有 数 ノヤ ウニ考^ラ レル.

(慶 大 菅 沼 定 男 抄)

「プ リク テ ン」ノ統 計的 観 察

宮原 博:本 村 加 壽 耶:(眼 科 臨 肱 惜 報、 第30年 、第7

競)も

著者 等 ハ佐 世 保海 軍 共濟 組合 病 院 二於 テ、結 核 感 染 殊

二結 核 「ア レル ギー」 ト密 接 ナ ル 關 係 ヲ有 ス トサ レテ

居 ル 「プ リク テ ン」患 者 二就 テ、種 々 ノ統 計 的 観察 ヲ行

ヒ次 ノ如 キ結 論 ヲ得 タ。

(1)6181名 ノ患 者 中587名 ノ1フ 」患 者 が ア ツ テ9・5

%ヲ 占 メ、 内71名 ハ再 登 ヲ見 タ。

(2)性 別 ニ ハ総 患者 ハ 男 ガ多 数 デ アJV)'、 「フ」患 者 ノ・

女 二多 イ。

(3)年 齢 的 ニハ7歳 最 モ多 ク42名 デ、 全1フ 」患 者 ノ

7.15%ヲ 占 メ、6-10歳 ノ・175名 、全 「フ」患 者 ノ29.81

%ノ 最 多 数 デ アル。「フ」患 者 中最 モ幼 少 ナ ノノ・7ケ 月

ノ男 見 、 最 高 齢 者 ノ・68歳 ノ女 、更 二15歳 以 下 〃 」・見

二於 テ ハ68.14%ヲ 示 シ、 大 人 ノ2・14倍 トナ,レ。

(4)「 フ」ノ・左 眼 多 ク罹 患 ス。

(5)季 節 的 ニ ノ・5月 二最 多(12.64%)、12月 二最 少

(5.06%)。

(6)登 生 部 位 い1テ ・・角膜 輪 部 二最 モ 多 ク

全 「フ」ノ75.52%、 而 シテ外 方 並 二下 方 二占 居 ス,レコ

トカ●多 イ。

(7)合 併症 ト シテ ノ・急 性 結 膜 炎 多 ク、 其 ノ49.35%ア

励。

(8)銑 往 全 身 疾 患 ノ明 ナ'レモ ノ141名 二就 テ見'レ ニ、

風 邪 二罹 リ易 イモ ノ15名 、 肋 膜 炎7名 、其 他 ヲ見 タ。

(9)血 族 關 係 トシテ ・・姉 及 弟 トー=.一「フ」ヲ 認 メ タ ル モ

ノ最 モ 多 ク11組 アツ タ。(慶 大 菅 沼 定 男 抄2

網 膜 副 振周 國 炎 ヨ リ初 マ レル 結 楼 性?網 膜 璽 化

ノ璽 遷 一 症 例

教 田宗 次;(日 本 眼 科 學 會 雑 誌 、 第39巻 、 第4號)

著 者 ノ報 告 シテ 居 ル症 例 ノ・徴 毒 ナ 〃、丙科 的 二結 核 ノ

疑 ヒナ キ モ20歳 ノ盟 格 弧 鳳 榮 養 可良 ナJレ青 年 二見

録 %7

ター種 ノ眼膜痕患デアツテ、右眼 ノミ侵サレ、網膜岬

脹周圃炎二次 デ、網膜二着シイ滲出性 ノ墜化ガ現・・レ

網膜出血、 散在性網膜白斑、黄斑部星芒朕白斑 ヲ見.

縄過中常二乳頭炎ヲ伸へ]vモ ノデアツテ、約1ケ 年後

二'・炎性覗榊幌萎繍及ビ塘埴性網膜炎二移行 シタモ

ノデアルo,

其原因二闇シテハ、タトへ内科的其他二結核性 ノ病竈

ヲ見ナイが、ピ,レケ氏反慮中等、度陽性、若年者デアツ

テ、網膜静脹 周園炎及 ビ反糧性綱膜耐子髄出血ノア'レ

鮎 ノミヲ以テモ結核性 ノ疾患二疑 ヲ置クニ充分デア

'レガ、更二特有ナ滲出性 ノ塑}化蚊 二黄疏部星芒状斑 ヲ

見、途二塒殖性網膜炎二移行 シタ鮎等 力ラ原因的關係

ヲ結核性疾患二求ムベキデア'レト述べテ居ル。

・慶大 菅沼定男抄)

粟粒結棲患者 二 見タ結核性全眼球炎 ノ臨床的蛇

二組織所見

増田遊哉:(.日 本眼科學會雑誌、第39巻 、第6號1

著者 ノ報告 シテ居7v症 例ハ37歳 ノ男デ、6週 前力ラ

左眼 ノ硯力減退 ヲ來 シ、2週 後ニハ硯力・・光魔 ノミト

ナリ、輩角膜葡萄腫 ヲ形成 シテ、眼底二・・光 ヲ通 ジナ

イ襟二+ツ タ。初メ毛標膣懲毒 ノ疑 ヲ置イタガ、血清

反慮胸部「レ」線楡査ノ結果、結核 ト決定 シ、一方二・・

眼痛 ヲ除クタメ、他方 ニノ・膳底ヘノ蔓延 ヲ恐 レタノデ

眼球摘出ヲ行 ツタニモ拘 ラズ、術後2ケ 月絵デ膿膜炎

症状ヲ呈 シテ鬼籍 二入ツタ。

硝子燈液 カラ結核菌ノミヲ謹明シ、硝子膿液 ヲ注射 シ

タ家兎ハ全眼球炎 ヲ起 シタ。摘出眼球ノ検鏡 ノ結果、

毛襟饅部、虹彩、脈絡膜及ピ乳頭ニハ特有ナ結核性愛

化 ヲ螢見 シタが、網膜ノ・剥離 ノ爲メ破壊セラレテ居テ

結核性愛化ハ見當ラナカッタ。結核性病愛・・筋板 ヲ越

エテ硯憩経 ノ方二櫨ツテ居タ。胸部「レ」線検査 ノ結果

及 ビ標本楡鏡 ノ結果ヲ綜合 シテ考フ,レニ、本例ノ・肺膿

ノ粟粒結核が血管性榑移 ヲ行 ツテ、先ヅ毛標盟部二眼

球 二於ケ,レ初蟹病竈 ヲ作 リ、此虚 カラ前後内外 二炎症

が概 ツテ、途二粟粒結核性全眼球炎 ヲ起 ジタモノデ、

我國ニノ・2例 シカナイヤウデアル。

(慶大 菅沼定男抄)

結楼二劃スル結桟菌 「ワクチン}ノ 豫防的債値二

關スル考察

石田松雄:(日 本眼科學會雑誌、第39巻 、第7號)

著者 ハ次 ノ如 キ實験 ヲ爲 シタ、卯チ8頭 ノ家兎 ヲ2頭

ヅツ4群 二分チ1封 照群 ヲ除キ、他ノ3群 ・・AO・Nr・
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10・05--O・1aqヲ5H,・ 間 隔 ニ テ5同 皮 下 注 射 二H

ツ テ前 慮 置 シ、

第1群 ノ・最 後 ノAO前 慮 置 後 第5H圓 二

第2群 ハ,1第10日 圓 二

第3群 ノ・,,第15日 目 二

結 核 菌 ノ100分 ノ1通 ヲ角 膜 實 質 内 二 接 種er、20時

間 後 二角 膜 實 質 内 二 於 ケ ル 反 慮 ヲ 顯 微 鏡 的 二戴 禦 シ

タ 。

此 實験 ノ結 果 ニ ヨ レバ第2及 ビ第3群 二於 テ ・・、角 膜

實 質 内 反 慮 ノ 穆 凶レ・封 照 ト左 程 著 シク 異 ナ ラナ イ が

第1群 二於 テ ハ封 照 二比 シテ 著er〃 高度 デ ア ツタ。之

・・角 膜 ハ 全 麹 免 疫 二 閲 興 ス ル カ ラー ツ ノ 生 菌 二封 ス

ル早 期 反 慮 デ ア ル。

此 事 實 二基 キ著 者 ・・弐 ノ見 解 ヲ得 タ。

1♪ 人 盟 二實 際 二使 用 シ得 ル結 核 菌 「ワ 〃チ ン」ノ量 ニ

ヨ ツ テ附奥 サ ル ・免疫 ハ 「ワク チ ン」使 用 中止 後 、比 較

的 早 ク(10・一一一15H後)消 失 ス'レ カ ラ、自然 感染 二封 ス1レ

豫 防 的敷 果 ・・「ワク チ ン」使 用 中 ヴカ ナ イ。

2)ソ レ故 二初 期感 染 が起 リ得 ベ キ期 間 二於 テ1リ 〃

チ ン」ヲ持 績 シテ使 用 セ ネ バ ナ ラ メ。然,レ時 ニノ・「リ ク

チ ンJノ・一 ツ ノ良 性 結 核 ノ如 キ 役 目 ヲ演 ジテ、 自然 初

期 感 染 ノ危 隙 ヲ輕 〃 シ、 叉!・少 ク シテ、ソ レニ ヨツ テ

起 ル持 績 性 免 疫 ヲ無 難 二儀 生 サ セ ル ダ ラ ウ。

3ノ 結 核 家 族 二於 テ ハ 自然 初 期 感 染 ハ乳 見 ノ時 代 二最

モ多 ク、且 ソ ソ ノ自然 初 期 感 染 が早 ケ レバ早 イ ダ ケ危

瞼 デ ア ル トイ フ カ ラ 「ワ クrFン 」使 用 ・・生 後 直 チ ニ開

始 シ、ソ レニ コツ テ得 ル免 疫 ヲ乳 見 ノ期 間 中纈 績 サ セ

ル1爲メ ー ・・、ソ ノ期 間 中 「ワ ク チ ン」使用 ヲ持 績 スJVヲ

要 ス ル コ ト ・ナ,レ。 峻 大 菅 沼定 男 抄)

實駿 的 眼結 核 卜結 核 冤 疫 トノ關 係 二就 テ

吉 田 武雄:(日 本 眼 科 學 會 雑 誌 、 第39巻 、 第7號 ノ

實 験 動物 トシ テノ・家 兎 ヲ使 用 セ リ。

實 験 方 法 家 兎 ヲ 種 々ナlv結 核 免 疫 元 、 即 チA.0,

BCG.,濃 堕 酸 脱 脂 結 核 菌 「ワ〃 チ ソ」、 奮 「ツ ベ ル ク リ

ソ」結 核 菌 「コ ク チ ゲ ン」、 最 新 「ソ ベ ル ク リ ン」等 ノ少

量 或 ノ・異種 血 清 ヲ以 テ前 虚 置 セ シ後 、少 量 ノ結 核 菌 乳

剤 ヲ其 左 心 室 二注 入 セ リ。 而 シ テ 短 期 間 或 ・・長 期 間 、

共 家 兎 ヲ臨 肱 的 並 二病 理 組織 學 的 二槍 査 シ、次 ノ結 論

ヲ得 タ リ。

1.コ ッホ氏 最 新 「ツ ベlvク リ ン」ノ徹 量 ヲ家 兎 ノ皮 下

子 在射 ス ル 時 へ 共 眼 球 二過 敏 性 「ア レ'レギ ー」ヲ附 奥

ス ル コ トヲ得 。
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2.斯'レ 前威置 ヲ施VPt,v家 兎;少 量ノ結核菌乳剣

ヲ減射スル時ハ,最 態贋 罵脹略膜及ピ網膜血管 ノ櫨彊

及 ピ細胞穫潤 ヲ來タス.

3.是 箪 ノ病的愛化ハ各姐織共,結 核菌乳剣注入後

、k約3時 閲頃 ヨリ壁現v、 一定時日後再ど徐 々二減遇

スo

脹緒膜ニアリテハ斯ル結核免疫元 ノ前塵置二"リ テ

唖化猶現時期 ノ促進セラ'レ・ヲ凹ム

4.納 核性讐化 ノ搬現;ハ 紐織=於 ケル血管分布ノ

状態モ密接ナル關保 ヲ有ス。

5.像 メAO.BCG,脆 脂結核菌`ワ クチン」其他コワ

ホ氏.傭 「ツペルクリノ」.結核菌 「コ〃チゲン〕.コ ワ

ホ氏最新 「ソベ)v〃 リンJ等 ノ結核免疫元ノ少量 ヲ頻

同家兎二注射ン、次デ少硫ノ結核菌乳鋼 ヲ注入ス'レ時

ニノ・斯ル前膚置 ヲ施サ"'レ 劉照家兎二比 シテ.橡 眼鏡

的二網膜血管 ノ櫨張 ヲ認ムルコト多 シ.而 シテ此遵化

ハ右眼二初蟹ス'レカ、或ハ雨眼二同時 二蜜生スルコト

多シ。

6.其 他斯 ル前盧置 ヲ施 セル家兎ニアリテハ虹彩充

血、虹彩毛檬饅炎、虹彩結節、網膜硝子盟出血、繕血

乳頭、結膜下出血、網膜 ノ禰蔓性潤濁等種 々ナル眼璽

化 ヲ認 ムルガ、前露置 ヲ施サ ・'IV家兎 ニハ殆 ンF絶 無

ナ リ。

7.斯 ル前虚置ヲ施 セ'レ家兎ニアリテハ.其厳絡膜及

ビ網膜 へ 結核菌二封 シ、強キ過敏性「アレルギー」ノ

反感 ヲ呈スvド モ、親御経i及ビ虹彩ハ愛化 ヲ呈.ZIVコ

ト稀 レナリ。

而シテ脈絡膜及ビ虹彩 ノ愛化 トシテノ・、血管 ノ充血及

ピ淋巴細胞ノ浸潤 力●認 メラソ、叉網膜及 ピ親憩経 ニア

リテモ充血、細胞浸潤等 ヲ認 ム。

8.斯'レ 前虜置 ヲ施Vlv家 兎 ハ比較的速 二過敏性「ア

レルギー」ノ期間ヲ経過 シ、狭義 ノ結核免疫 二移行ス.

9・ 斯,レ前膚置ヲ施 セル家兎二結核菌乳葡 ヲ注入セ

ル際二生ゼル親紳経軟膜鞘 ノ炎症中ニハ膳膜炎二績

壁セザル原壁性 ノモノモ多鼓存 スルナラy。

10.斯 ル前慮置ニヨリテ過敏性 「アレルギーJヲ 附奥

シタル家兎二結核菌乳鋼 ヲ注入セル際一般二輕度 ノ

反感性病愛 ヲ呈セシバ(1)斯 ル 前慮置ニヨリ生ズル

過敏性「アVlレ ギー」が弱度ナ)vコ ト、及ビ(2)注 入菌

量ノ少量ナリシコト、他二恐 ラクハ(3)血 行感染ノ際

一ノ・結核菌ノ毒力 ノ減弱ヲ來 タスニ因ルモノナラソ。

11.本 實験二於テ網膜實質二病璽ヲ生ズJV一コトノ非
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常 二稀 ナ ル へ 血 管 ノ分 布 状 態 ノ他 二特 異 素 質 ノ存 ス

ル ニ 因 ル モ ノナ ラ ソ。

12・ 豫 メ 家 兎 二異 種 血 清(鰻 、 鯉 、 籍 及 ビ猫)ヲ 注 射

シ、 次 デ結 核 菌 乳 削 ヲ注 入 ス ル時 ハ 、共 際 現 ハ,レ ・反

噸 ハ多 少 減 弱 セ ラ ル ・ヲ認 ム。 優 大 菅 沼 定 男 抄)

「グ リセ リ ン5加
、及 非 「グ リセ リン」加 培 地 二於 ケ

ル牛 型 結 楼 芭 ノ培 養 呂就 キ テc .特昌Lδwen8tein・

mediaノ 璽 法=於 ケ ル 實 駿 成 績)

V.Rislakki.Swamberg:DieZuchtungdesBovinen

Tbc-BakteriumsaufGlyzerin・haltigemundGlyLerin・

freienNithrbOden:Ergebnisseeinesversuchsmit

verschiedenenVariationendesL6wenstein・Ntihr

bodens.(ZeitschriftfUrInfektions・krankheit,Para-

sitii】【eKrankheitenundHygienederHaustiere.

Band48.14.1935.)

現在 結 核 菌 培 養 基 中 二 ・・、 原 則 的 二共 ノSubstrat1・

シテ、 「グ リセ リ ン」ガ含 マ レテ ヰ ル が、 此 ノ 「グ リセ

リ ン」存 在 ノ可 否 二就 テ ・・Nocard,Roux,Long等 ・・

良 榮 養 素 、 特 二V-c供 給 源 トシテ、 叉Hygroskopi・

schen-Eigenschaftenノ 上 力 ラ之 し・ヲ推 奨 シテ ヰ'レカ●、

現 今 ノ研 究 二於 テ ハ、人 型 菌 ハ大 禮 「グ リセ リ ン」ノ存

在 ス ル事 ニ ヨ リテ、共 ノ壁 育 ヲ培 進 サ レル モ ノ デ ア ル

トサ レテ ヰ ル ザ、牛 型 菌 二於 テ モ然 リヤ。 ト云 フ事 ノ・

更 二今 後 ノ研 究 ニ マ ッ モ ノデ ア ル。著 者 モ此 ノ黙 二留

意 シテ實 験 ヲ行 ツ タ.帥 チ實 験 培 養 基 ノ・L6wenstein・

N5hrbodenノ 婆i法 ニ ヨ,レモ ノ デ、(1)該 培 地 二314%

ノ 「グ リセ リ ン:ヲ 加 ヘ タ モ ノe(ll)1.5%ノ 「ソ ベ ル

ク リ ソ」ヲ加 ヘ タ モ ノ.(皿)「 グ リセ リン」、「ソ ベ ル ク

リ ン」共 二 加^ザ ル モ ノ。 ノ3種 ト・y、材料 ノ・596ノ

硫 酸4--5倍 量 加 ヘ テ、 遠 ・b・th澱ヲナ シタ75例 ノ肺

臓 滲 出 物 、 乳 汁 、 及 生 殖 器滲 漏 液 ヲ用 ヒ、此vヲ3週

間、5週 間 、2ケ 月 ノ3期 二分 ソ テ其 ノ套 育状 態 ヲ観

察 シ特 二5週 間 目 二於 ケ]vモ ノニ ヨ リ、確 定 的 ナ結 果

ヲ報告 シ テヰ7レ。 而 テ結 論 トシテ 次 ノ如 ク述 プ。

1)人 工 培 養 基 上 二 於 ケ ル 牛 型 菌 ノ 登 育 二i野 シテ ハ

「グ リセ リ ン」・・決 シテ有 敷 ナ ル作 用 ヲ奥 ヘ ナ イ。

2)殊 二L6wenstein-Sukstrat二 「グ リセ リン」ガ比 較

的 少 量(3/4%)1介 在 ス ル事 ニ ヨ リ其 ノ登 育 が障 碍 サv

)レ0

3)牛 型 菌ノ嚢育二封ス,レ「ツベルクリン」ノ作用ハ

「グリセリソ」が存在セヌト云フ前提ノ下二於テ硝 ζ

良好 ノ結果 ヲ見ル。(北 里研究所 星加抄)
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特 別 ナ ル 要 約 ノ下 二 於 ケ ル 牛 型 薗培 養 呂關 ス ル

知 見

Dr.」.Witte;BeitragzurZUchtungvonTuberkel・

BakterienunterbesonderenBerUcksichtigungdes

TypusBovinus.へZeitschriftfUrInfektionskrankheiten.

ParasittireKrankheitenundHygienederHaustiere,

Band48.14.1935.)

著 者 ・・牛型 菌 培 養 二 關 シ癒 々ナ ル 要 約 ノ 下 二於 テ實

験 ヲナ シ次 ノ如 ク結 論 ス。

1)牛 型 菌及 人 型 菌 ノ培 養 二關 シテ ハ、 從 來 懸 用 サ レ

テ來 タ 培 養 基 中 ・榮 養 素 消 費態 度 二於 千 雨 者 ノ間 二

本 質的 ナ差 異 が存 在 ス ル。

2)培 養 基 中 ノ「グ0セ リ ソ」ハ牛 型 菌 ノ壁 育 ヲ充 分 抑

制 ス'レ作 用 ヲ有 ス ル が故 二、 培養 二際 シテ 「グ リセ リ

ノ」加 培 養 基 ヲ萬 能 覗 ス ル事 ハ誤 ツテ ヰ ル。 然 シ或株

ニ ョ リテ ハ、「グ リセ リソ」加 培 地 二良 好 ナ ル量 育 ヲ示

スモ ノモ ア ソ タ。

3)牛 型 菌 ノ培 養 二際 シ テノ・、 試 験 管 内 二汚染 ス 可 キ

空 氣 ヲ絶 ツ タ メ ニ、揮 力 性 「ゴ ム」栓 ニテ密 封 ス ル事 ガ

必 要 デ ア ル。而 シテ培 養 基 中 ノ酸素 含 有 量 ノ増減 ノ・其

ノ壁 育 二大 ナ,レ影響 ヲ奥 ヘ ナ イ。

4)實 験 中共 ノ培 養 が失 敗 二終 ツタ 最大 原 因 ノ・該培 養

基 ノ不純 二依 ル モ ノデ、 雑 菌蕃 殖 ニ ヨ リ、菌 登 育 圏 内

二黄 色 ノ色 素 ヲ出 シ タ ガ、中 ニノ・異例 ト シテ、 其 ノ號

育 ヲ促 進 ス7ノカ'如キ モ ノヲ見 タ(AmmenWachstum?)

5)實 験 二用 ヒタ培 養 基 ・・HohnL6wensteinPetragnani

氏 ノ モ ノ デ、 就 中Petragnani成 分 タ,レ卵 、 牛 乳 、 馬

鈴 薯 、「^プ ト ソ」ハ何 レモ 骸 育 二好影 響 ヲ及 ボ ス モ ノ

デ、 特 二 集 落 観察 ノ 爲 ニ ハ、 豪 育 ヲ 絵 リ 阻 害 セ ヌ

Malachit-grdnヲ 用 フ,レ事 力●ヨイ。

6)Petragnani培 基 組 成分 ト シテ各 垂量 ノ牛乳 、及 酸

性 肉 水 ヲ加 ヘ タ場 合 、 其 ノ培養 基 ノ 頂 匝 ヲ ー 層 高 メ

タ。 噸 微 鏡 陰性 材 料 ノ培 養 二於 テ 多 数 ノ陽 性 結果 ヲ

見 タ)。

7)非 「グ リセ リ ン」加Petragnani培 地 上 ノ號 育 ヲ巻

量 ノ酸性 肉水 ヲ加 へ 「グ リセ リ ン」ヲ加 ヘ ザ'レHohn

ノ培 地 及非 「グ リセ リン」加L6wensteinノ 培 地 上 ノ夫

レ ト比 較 ス ル ニ、 一般 二良 好 ノ結 果 ヲ示 シタ。

8)各 種 培養 基 ノH釜matin添 加 ノ・登 育 二大 ナ ル 關 係

ヲ有 セズ。(北 里 研 究 所 星 加抄)
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氣胸療法及胸腐形成術 ノ適感症

W.Neumann:(WienKlin.Wschr.Nr.50.1935)

肺結核 ノ肺萎繍療法中最モ有奴ナルハ人工氣胸療法

デア,レ.一 側 二柑織破壌 ヲ件フ滲潤窺がアリ、他側が

全 〃11三常ナ'レ場倉が主要適応症デア'レが、實施 ノ維融

二司リ他側二小病竃がアツテモ行ヒ、叉剛側 ノ空洞納

核 ニモ病廻iノ新ラシ〃除計悪1方 へ蕪胸 ヲ行 ヒテ、他

側ノ空洞モ浦癒ス川事がア,レ。治癒 シナイ迄 モ永 ク非

活動性ヲ保 舷 ・側 ・治癒 ヲ見テ後他側二氣胸 ヲ行 フ

事モ出來ル。然 シ他側 が悪化スレバ爾側氣胸 ヲ行 フ。

此 ノ場合ハ 心臓 ノ員櫓 が大 久 從ツテ若年者二限

'レo

人 工 氣 胸 療 法 ノ有 数 無数 ・・解 射、 菌 消 失 、空洞 澗 失 ヲ

標 準1・ シ、4ケ 月氣 胸 ヲ行 ツ テ モ 無数 ナ レ パ、 共 ノ無

数 ノ原 因 ヲ探 索 シ、索 状癒 著 ・・胸腔 内 焼 切 ヲ行 ヒ、 廣

汎 ナ'レ癒 著 二 ・・横 隔 膜 神 経 ノ手 術 ヲ施 ス。

横 隔 膜 麻 堺 療 法 ハ 下葉 ノ 空 洞 及葉 間癒 著 ア,レ時 ニ ノ・

上 葉 ノ空洞 ニモ有 数 デ ア'レガ、期 待 シ得'レ所 ノ・少 イ。

但 止 血b病 竈 ヲ永 クー 側 二保 ツ事 ハ出 來'レ。

油 胸療 法 ノ数 ハ疑 ・・シイ。

上 葉 ノ部 分 的 胸 廓 成 形 術 ・・上 葉 空 洞 二用 フ ル。 「パ ラ

フ ィ ン」充 填 ノ・空 洞 へ 破 レタ リ、 膿 瘍 ヲ形 戊 シテ不 快

デ ア ル。 ・

最 後 ノ・全胸 廓 成 形 術 ニ ヨル外 ノ・ナ イ.

胸 廓 成形 術 ・・此 ノ外 、後 肋膜 炎性 肺 結 核 デ心臓 及 縦 隔

蜜 ノ移 動 著 シ ク心 臓 ノ員 権 多 キ時 ニ モ行 フ。

(坂 ロ 内科 岩 田抄,

結 核 ノ 全 身 及 局 所 及 慮 部位 ノ 血 液 像 卜病 竈 部位

ノ血 液 像 二就 テ

HeinrichBaar:UberdasZellbilddertuberkul6sen

HerdreaktionimVergleichmitdenallgemeinen

undlokalenBlutbilde(Wien.Klin.Wschr.Nr.52.

1935)

結 核 感染 二封 ス ル 個艦 ノ防 禦 力 ト血 液 像 ノ 璽 化 ヲ探

リ、「ア レル ギ ー」ガ均 韻 全 饅・二卒 等 二起 レル ヤ否 ヤ ヲ

研 究 セ ソ1・シテ、滲 出性 肋 膜 炎6例 及 結 核 性 脳 膜 炎 ノ

25例 肋膜 腔、 膀 脊 髄 液 中 二 〇.1-0.5mgノ 蕉 「ツ ベ

,tク リ ソ」ヲ注 射 シ テ、 前 及24時 間1・48時 間後 ノ滲

出 液 叉 ハ鵬 脊 髄 液 ノ細 胞 愛 化 ヲ見 、同 時 二指 尖 及 ビ ル

ケ繭瓦反繊部位 ノ血液侮細胞像 ヲ検査 ヴ〃.

肋 膜滲出液ノ・注射後6例 中5例 ノ・淋巴球塘加 シ.1偏

ノミ多核 白血球増加 シ、指尖血液傷.ピ ルケー反巖郎

位モ同襟ナ挙行的 ノ愛化 ヲ起 シタ。

結核性脳膜炎二於ケ'レ胤 炉髄液中二 「ツベ'レクリソ」

注射・・病竈部位bζ2ヒ を=二氏反懲部位 ノ細胞像バー

致 ス'レ場合 ト不 一致 ノ場合 がアヅテ五群二分ツ、

第一群 ハ臨肱上ノ初期デ、脚脊儲液中.指 尖血液像.

ピルケー氏反漁部位共二 白血球堆加特二淋巴球 ガ堆

加 ス'レ。

第二群 ハ2、3週 二嘗 リ、腰脊儲液、指瑞ノ・第一一一tt二

同ジ〃、ピ'レケー氏反慮部位・・多核白血球 ノ境加ガ圭

デ中心部 ノミ淋巴球堆加ス。

第三群ハ末期デ、謄脊髄液、指端 ハ第一.第 二群二同

ジク、唯 ピルケー馬反磨ハ反感陰性 二諺ル。

第四群ハ 「ツベルクリン」注射後鵬脊髄液 ノ細胞増加

著 シ〃、大部分 ハ多核白血球デアル。ピルケー氏反磨

陰性。

第五群・・化膿性結核性鵬膜炎 ノ場合デ、注射後贋脊髄

液 二多核 白血球均加 シ、指尖 ノ血液・・白血壕減少ス。

即ピ'レケー氏反懸部位 ノ血液像ハ皮膚二投射Projiz-

ierenサ レタ周焦性炎症 ト見得JV場 合b見 得ナイ場合

トがアル。又「アレ'レギー」反慮ハ個々ノ場所デ差 ガア

リ、就中病竃部二最モ著明二出現スル。

〔坂 ロ内科 岩田抄)

轟灘呂於ケル結撚 患二闘スル研究

第2報 臨躰統計ヨリ観タル結核罹患状態

小田俊鄭,松 延正己:(垂 瀞醤學會雑誌、第35倦 、第

2號)

垂稗総督府垂北醤院内科10ケ 年間外來患者、内地人

44274名 、本島人22747名 ノ統計的観察ヲ試 ミ≡欠ノ結

果 ヲ報告 セリ。

1)全 患者鍛二封 シ、線結核患者ノ百分拳ノ・卒均5.7

%ニ テ札幌有馬内科 ノ23.996、 金澤大里内科 ノ35.4

%二 比較シテ著 シク小ナ リ。

2)結 核病種別即チ肺結核、肋膜炎、腹膜炎及 ビ鵬膜

炎相互 ノ比率ノ・他地方二比較 シテ甚 ダ特異ニシテ腹

膜炎甚ダ僅少ナル事ヲ示セリ。部チ総結核 二封スル腹

膜炎比李ハ1・9乃 至1.2%二 過 ギズ、札幌ノ10.7%b
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仙垂 ノ9.6%、 金澤116.9%二 比較 シテ甚ダ低率ナ

リ。

3)男 女比ハ他地方 ト異 ラズ。肺結核及 ビ肋膜炎ニテ

ハ男子ハ女子 ノ約2倍 大ナ,v二 野y、 腹膜 炎ニテハ却

テ女子罹患ガ男子 ヲ凌駕 ス。

4)罹 患年齢 ヲ各病種別曲線ヲ以テ示・y、之二依 レバ

肺結核、肋膜炎、 腹膜炎何 レモ弱年者多敬 ヲ占ムレ

共、札幌及ビ東京 二比較 シテ 弱年者罹患率稽 ミ低 〃、

年長者罹患率稽 ζ高 ク、卒均椛患年齢稽 ζ遅'レルヲ見

,レe

5)病 種別擢患年齢 ノ比較二於テ、肺結核二比較 シテ

肋膜炎及ビ腹膜炎・・弱年者罹患率殊二高 シ。

6)季 節的二・・顕著ナル差無ケレ共、肺結核及 ビ肋膜

炎ニテハ機 シテ夏季二顎病 スルモ ・多ワ、冬季 二少 キ

が如 シ。

7)以 上ハ内地人及ビ本島人共 二略:相 一致 セ,レ所見

ナリ。(垂 北轡院 小田自抄♪
ノ

結 核 護 生 ノ遺 傳 的 要 素

H.Rautmann:ErbfaktOrfitrTuberkulosegeschehen.

(DeutcheTier5rztlicheWochenschrift.Jahrgang

43-Nr.37)

音 牛 結 核 ノ撲 滅 運 動 ハ 從 來 ヨ リ 各 當事 者 間 二於 テ種

々此 レ カ●封 策 講 究 セ ラ レ、且 叉 最近 二於 テ ノ・、 濁 逸 二

於 テOstertag氏 等 ニ ヨ リテ、 撲 滅 方 法 ノ根 本 策 トモ

云 フ可 キ モ ノガ 盛 ン ニ賞 揚 セ ラ レテヰ ル。而 テ病 毒 侵

入 ノ防止 方 法 ノー ツ ト シテハ 、 現 在G5tZe等 ノ圭 張

ス,レ所 ニ ヨ リ、 ㌧ツペ ル ク リ ン」が態 用 サ レテ ヰ'レが、

晋者 ハ」結核 展 生 ・遺 傅 的 要素 ヲ研 究y、 此 レニ9リ テ

ノ撲 滅 像 防 策 ヲ次 ノ如 ク述 プ。

1♪ 結 核 ハ遺 傳 的 疾 病 二非 ズ。 且 ソ遺 億 ス"∫ キ特 殊艦

核 素 因 モ認 メ ラ レナ イが、然 シ個 胎 ニ ヨ リテ結 核 感 受

性 強 キ髄 質 ヲ有 ス ル モ ノノ・ア ル。

2)結 核病 ノ・、 傳 染 性 結 核 ノ感 染 ニ ヨ リテ、 螢 生 スル

モ ノデ ア ル事 ハ疑 ヒ ノナ イ事 賞 デ ア ル◎故 二防 禦 方 法

・一 ッ トヴテ ハ 疾 病 二 封 ス'レ 抵 抗 力 及 外 部 刺 戟 二獅

スル耐 久 力 培 進 ヲ計 ル タ メ ニ、牛 個 髄 ノ鍛 錬 が必 要 デ

アル。

3)又 結 核病 螢 生 ノ根源 ヲナ ス結 核 菌 ノ撲 滅 策 ヲ講 ズ

ル事 ノ最 モ緊 急 ヲ要 ス ル事 ハ論 ヲ マ ヌヌ。

4,而 シテ結 核蔓 延 防止 ノ根 本 策 トス可 キ モ ノ・・、 結

核 菌 ノ集 團 的 感染 及 塵埃 感 染 ヲ極 力 同避 シ、且 ソ 開放

結 核 牛 ノ殺 慮 分 、輕 症 疑 似 結 核牛 ノ隔 離 ヲ励 行 ス'レ事

デ アソ テ、此 ノ爲 ニ ノ・、 通 氣、 探 光 ノ良 キ衛 生 的 牛 舎

ヲ有 ス ル牧 場 ヲ設 置 シ、 牛 個禮 ノ鍛 錬 ヲ行 ヒ、抵抗 力

培 進 二務 ム可 キデ ア'レ。

5)更 二又 鍛 錬 ト同時 二個 盟 特 二皮膚 ノ保 護 モ必 要 ナ

ル事 ニ シテ、手 入 ヲ勘 行 シ、 個 饅 ノ清 潔 ヲ計 リ且 ツ流

行 時 二於 テ・・、飼 料 ノ調 合 二留 意 シ、 榮 養素 ノ失 當、

愛 敗 飼 料 及 蛋 白質飼 料 ノ 過 給 等 無 キ 様 注 意 ス,レ事 ガ

肝 要 デ ア,レ。

6)要 ス,レニ結 核 ノ撲 滅 豫 防陣 ノ完 壁 ヲ期 ス'レタ メ ニ

ノ・、Ostertag氏 等 ノ唱 《 ル が如 ク、 凡 ユ1レ結 核 性 素

因 ヲ有 ス,レ畜 牛 ノ壁 見陶 汰 、及 健 康 畜 牛群 トノ隔 離 二

努 力 ス可 キ デ ア,レ。 「北 里 研 究 所 星 加抄)
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